


同窓生の皆さまにはいかがお過ご
しでしょうか。
今年はロンドンで、同地としては

64年ぶりであり近代オリンピック史
上３回目となる大会が開催されまし
た。日本の選手が期待以上のメダル
を獲得したこともあって、連夜のテ
レビ観戦で寝不足になられた方もい
らっしゃったことでしょう。我が国
には、戦争の影響のため64年前の大
会への参加が許されなかった不幸な
歴史がありますので、今回の平和の
祭典に接し日本国民として感慨深い
ものがありました。

さて、日本人はプレッシャーに弱
く、オリンピックなどの大舞台では
力を十分発揮できないとよく言われ
ますが、これは繊細かつ謙虚であり、
勤勉で組織への帰属意識の高い長所
の裏返しだと思います。いわゆる
「日本人らしさ」ということでしょ
うか。
つい先日のことですが、私の尊敬

する先達にあたる方との会話の中
で、いったい「藤田らしさ」とは何
ですか？　という質問を受けて答え
に窮したことがありました。
一言では答えることの出来ない大

変難しい質問です。
そこで、この機会に少し時間をか

けて、私なりに「藤田らしさ」につ
いて、いろいろ考えてみることにし
ました。

皆さまがご存じのように、藤田学
園の建学の理念は“獨創一理”です。
しかし、これをオリジナリティーあ
ふれる真理の探究と解釈すれば、校
是ではないにせよ似たようなポリシ
ーを奨励している教育機関は他にも
あるでしょうし、藤田学園だけの唯

一無二の理念とは少し異なるように
思います。
アセンブリ精神についても、医師

のみ主役の古典的な医療が一般的で
あった時代にもかかわらず、すでに
それを提唱していた先見の明につい
ては誇らしく思いますが、現代医療
においては職種の枠組みを越えたチ
ーム医療は不可欠であり、もはや私
たち藤田学園出身者だけが専有する
スピリッツではありません。

一方、“人生究極の事業は教育な
り”と、藤田啓介総長先生の遺され
たその言葉にこそ、「藤田らしさ」
のエッセンスが内包されていると、
私は考えます。
学園運営に追われる繁忙の身にも

かかわらず、自ら教壇に立ち、また
時には研究指導や課外授業にと、学
生や後進と接する時間をなるべく多
く創るよう終始努力されたという、
総長先生が身をもって示された熾烈
にして温情ある“師弟同行”は、藤
田学園創立以来すべての教職員の規
範となるものでした。
思い起こせば、このような“師弟

同行”の考え方は、看護専門学校、
医学技術専門学院、短期大学、衛生
学部においては古くから浸透してい
ました。また、総長先生の意向が比
較的反映され難かった医学部におい
ても、昭和63年には指導講師会の発
足という形で“師弟同行”が具現化
されています。
指導講師会とは、医学の道の後進

である学生たちを全人的に教育する
ために、きめ細かな指導を行うこと
を目的として、藤田学園出身者とし
て初めて母校の医学部教員に採用さ
れた７名の同窓生により結成された
任意団体です。ただ、講師ともなれ
ば当然のことながら学生指導以外の
仕事も一人前以上に課せられていま
すので、指導講師が学生たちと接す
るのは勤務開始時刻前の早朝や、あ
るいは通常の仕事が終了した夕方過
ぎから深夜にかけての時間帯とな
り、指導講師会のメンバーは後進教
育のために相当の自己犠牲を強いら
れたことと思われます。

しかし、師弟がお互いの人間性や
学力の向上という共通の目的に向か
って一緒に努力する時間を共有する
ようになった結果、両者の間に固い
信頼関係が構築されていったことは

想像に難くありません。
わずか７名からスタートした指導

講師会も、出身大学や専門科目にと
らわれず若手や中堅の教員が参加し
て70名を超える大所帯となった最盛
期を経て、一定の役割を果たしたの
ちに、平成10年代半ばに自然解散し
たと聞いていますが、このような師
と弟子の立ち位置が近く、弱者を切
り捨てることを了としない思いやり
のある教育姿勢は、その後も今日ま
で順送りのような形で若い人たちに
脈々と引き継がれています。

結論として、“師弟同行”の考え
方がベースとなったこのような教育
姿勢こそが、藤田学園ならではの伝
統的学風であり、言うなれば同窓生
として最も「藤田らしさ」を感じる
ことのできる良い点だと思います。

教育、つまり人を育てることは生
産的な事業であると同時に、一方で
は多くの労力と時間を費やし、実に
無駄の多い仕事でもあります。優れ
た才能を持っていてもそれを開花さ
せるために他人より時間を必要とす
る学生もいます。ダイヤの原石であ
りながら、毎日お仕着せの授業を受
けるだけの違和感から学習意欲をな
くしてしまっている学生もいます。
このような学生たちが、費用対効

果、時間対効果、あるいは収支バラ
ンスといった、あたかも「モノづく
り」の時に用いるような指標が重視
されるあまり、きめの細かい教育や
指導を受けられなくなることのない
よう、今後も私たちの藤田学園らし
い良き学風が堅持されることを、総
長先生没後17年の月日が流れたいま
改めて心より願う次第です。

最後になりましたが、同窓生の皆
さまにおかれましては時節柄どうぞ
ご自愛いただき、益々ご活躍くださ
いますようお祈りいたします。

（平成24年10月16日　記）
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藤田学園同窓会の皆様には、日頃
より学園に対して多くの御支援を賜
り、御礼を申し上げます。
昨年４月発足の学園新執行部は、

半世紀近くを歩む中で築いてきた本
学園の良き伝統の継承発展ととも
に、学園運営上の立ち後れの克服と、
計画性と透明性のあるガバナンスの
確立をめざして取り組んでまいりま
した。
そして、昨年８月の理事会におい

て、５～10年先を展望した中期経営
計画に相当する「中期経営努力目標
と達成計画」を決定し、計画の着実
な実施をめざして、収支改善委員会
を設置して全学的検討を重ねてまい

りました。その一方で、人材の獲得
と経営監視体制の強化、資金運用資
産の整理などを進めました。
以上の取り組みの結果、平成23年

度に医療科学部５号館の耐震工事、
大学病院臨床研究センター設置、大
学病院への新電子カルテシステム導
入などを実現し、本年度はダヴィン
チ低侵襲手術トレーニングセンター
開所や医学部１号館の耐震化着工に
至りました。この９月には低侵襲画
像診断・治療センター（放射線セン
ター）の完成引渡・清祓式を経て、
竣工式を大々的に挙行致しました。
教育については、本年度から医学

部の成績優秀者奨学金制度や医学部
新入生向け銀行ローン制度がスター
トし、また大学院保健学研究科に急
性期・周術期分野及び臨床工学と医
療経営情報学の各領域が加わりまし
た。本年の国家試験成績は、医療科
学部、看護専門学校が従来通りに全
国トップクラスを維持するととも
に、医学部新卒者が昨年の99%に続
き今回も98%と全国のトップ10入り
を果たしました。本年の入学試験で
は、各学部・学校の総志願者数が
6,000名を超えて史上最高に達しまし
た。
診療については、昨年度のDPCの

実績に関する藤田保健衛生大学病院

のMDC（主要診断群）件数が全国
80大学病院中、第３位に入りました。
トップ15を首都圏や関東の大学病院
がほぼ独占する中での快挙です。
このように、学園の社会的使命で

ある教育、診療等の取り組みが教職
員の献身的な努力によって順調に成
果を上げるとともに、停滞していた
施設の整備も厳しい収支改善の取り
組みを背景に着実に前進しつつあり
ます。
しかし、本学園が今日の急速に発

展する医学医療の社会的要請に応え
ていくためには、来年３月着工予定
の大学病院新棟、さらには医療科学
部の生涯教育研修センター２号館の
建設をはじめとする施設整備事業の
一層の推進が必要不可欠となってお
ります。当然、多額の資金調達を含
むさらなる経営努力が求められてい
ます。
この度、創立50周年記念事業第４

期目の寄付金募集を開始致しまし
た。この事業では、上記の新病棟建
設等を含む施設整備推進とともに、
平成26年10月の記念式典と50年史の
編纂を計画しております。
同窓会の皆様には、創立50周年記

念事業の成功に向け、ご寄付を含め
絶大なるご支援のほど、是非とも宜
しくお願い申し上げます。
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来年3月着工予定の大学病院新病棟全景



東京オリンピックが開催された
1964年に設立された藤田学園は、ま
もなく創設50周年を迎えようとして
います。藤田学園がこの50年の間い
かなる目標を掲げ、どのような理念
のもとに運営されてきたか共に考
え、今後のあるべき姿を描く良い機
会だと感じます。私立大学は創立者
が“建学の理念”を掲げ、それが年
を経る中で伝統として根付き、学園
関係者の間で共有されて、初めて大
きな発展を遂げることが可能になり
ます。今回、小野理事長から“藤田
学園50年史（通史）編纂”の提案が
あり、今まで辿って来た道を紐解く
中で、開学25年にあたり創設者藤田
啓介総長が何を行い、何を語ったか
知る機会がありました。ここでそれ
を紹介し、皆様と共に前へ進む心の
支えにいたしたく存じます。
開学25周年記念事業として建設さ

れた医療スタッフ館の屋上に高さ56
ｍ（地上94m)のアセンブリ・タワー
が建っています。＜このタワーは京
都にある東寺、五重の塔に隣接する
堂内の一燭台を模して構築され、
「藤田学園教育の根本“ゼロの発見
と無限大の発想”のアセンブリ（全
員集合）教育を象徴するモニュメン
トであり、未来にわたって藤田学園
が存続する限り、母校のシンボルで
ある。」更にこのタワーを守る祈り
を込めて、大日如来像、宝冠、華鬘
が寄進された。開学25年記念式典で
は、アセンブリ・タワーの模型の除
幕式、ならびに華鬘奉納・アセンブ
リ・タワー、宝冠開眼法要の儀が、
盛大かつ厳かに執り行われた。＞
私は本学に27年以上在職しています
が、この記事に接し、なんと多くの
ことを知らぬまま過ごしてきたのか
と今更のように驚きました。＜理事

長先生の今は亡きご尊父の守
り本尊である大日如来が奉安
され、その光背の後にある長
さ150ミリメートルと120ミリ
メートルの26本の光条が、宝
冠と仏像を一層尊厳なものに
している。＞この宝冠の意味
を知りたくて、そのもとにな
った東大寺法華堂の不空羂索
観音菩薩を求めて本年６月に
奈良へ出かけました。法華堂
は修理中で閉鎖されていまし
たが、中に置かれた仏像は昨
年秋に新しくできた東大寺ミ
ュージアムに安置されている
とのことでした。そこでは、
通常は光背を背負い頭に宝冠
を頂いて須弥壇の上に立つ観
音菩薩像が、光背も宝冠も外
した状態で置かれており、な
んと部屋の真ん中に宝冠が燦
然と光り輝いているではあり
ませんか。あまりの美しさに
「本像が頭上にいただく豪華な
宝冠は、技術的にも意匠的に
も奈良朝工芸の最高傑作」と
言われる理由がわかると同時
に、なぜ藤田先生がそれを模
して学園のお守りとしたかも。
開学25周年記念式典では藤

田先生は文語体で式辞を述べ
られています。＜有為転変の
習い、一期の浮沈は、四半世
紀一節初頭ごとに、一校の長
が思い定めし覚悟十体のいか
んなり。我、何れの諸縁にか
定かならざる因果の道に誘わ
れて、桶狭間を死活の地と定
められ、命ありてなお務めを
果さざれば帰るに道なし。こ
れ我三十有三年秋の妄念の間、
断腸の思いなり。惟るに、人
生最も苦しき処、狂気の沙汰かと断
ぜられ、笑止千万と嘲るものあれど
も、一層苦行の千尋の谷、万丈の山
を越えんと覚悟すれば、すなわち十
分自在、十分達観。案じ定めて、わ
れ三十有九年の秋、惑わずこの地に
健康科学の総合大学の礎石となすべ
く学校法人藤田学園を開く。これ本
心なり、不退転の決意なり。＞
この文章に始まる式辞は、藤田先生
の最初の25年にかけた熱意、続く25
年への熱い思いが切々と伝わってき
ます。＜これ世界に冠たる藤田保健
衛生大学を我三世の命として、ご交
誼を結びし方々の山なす久年の御恩

に報効を遂げんためなり。＞と結ば
れます。
藤田先生は、33歳にして大学創設

を思い立ち、39歳に開学して、64歳
の時この一文をしたため、その６年
後に逝去されたことになります。こ
れから皆様の協力を得ながら藤田先
生の足跡を辿り、先生亡き後を含め
た藤田学園50年の歴史を忠実に描き
出す作業を開始しましょう。藤田啓
介総長という偉大な創設者を持つ誇
りを胸に秘めて、藤田学園保健衛生
大学の第三期四半世紀に於けるより
大きな発展へ向けて、心を一つにし
ようではありませんか。
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平成元年、藤田学園が開学２５周年に建
立したアセンブリー・タワーには、大日
如来、宝冠、華鬘（けまん）が安置され
ています。藤田啓介総長が、激動の世界
に衆生済度し、世の終わりの時に有情を
天上に導く無量光になって守り続けてく
れることを願って安置されたものである。



藤田学園同窓会の皆様におかれま
しては、日本全国の様々な分野でご
活躍のことと存じます。私は平成21
年２月より病院長を拝命して以来、
藤田啓介先生が創られた病院理念、
「我ら、弱き人々への無限の同情心
もて、片時も自己に驕ることなく医
を行わん。」を常に拠り所としなが
ら、当大学病院に命を預けて下さっ
た患者様ならびにご家族から充分ご
満足頂ける、最新で最良の医療を提
供すべく、医師達や多職種の医療ス
タッフならびに事務系職員の方々と
ともに懸命に頑張っております。こ
こでは最近の藤田保健衛生大学病院
の出来事ならびに近未来計画につい
てご報告させて頂きます。
まず、以前から通院して頂いてい

る患者様や出入り業者さんたちから
最近よく言われますことは、病院全
体が明るくなった、ということです。
2011年３月11日の東日本大震災以

来、病院としては全職員に節電をお
願いしており、消費電力は明らかに
減少しているはずですが、本年春か
ら院内２ヶ所に喫茶店（ドトールコ
ーヒー）とコンビニ（ファミリーマ
ート）が出店したこともあり、病院
全体の雰囲気が明るくなった可能性
があります。また、院内緑化や院内
図書館設置などを積極的に取り組ん
でいること、新たな取り組みがしば
しばメディアでも取り上げられてい
ること、そして、数年来、噂されて
いた経営破綻の心配が払拭されつつ
あることも原因かもしれません。
さて、新聞やテレビで何回か報道

されましたが、わが国で最初に導入
した手術支援ロボット・ダヴィンチ
Sが2009年１月から本院で本格的に
稼動しております。前立腺癌に関し
ては本年４月から保険収載されたこ

ともあり、最近では週に4～5件のロ
ボット支援前立腺全摘術が行われる
ことも稀ではありません。また、ま
だ保険収載されておりませんが、胃
癌や食道癌、肺癌、肝癌、膵臓癌、
大腸癌、小径腎癌など多岐に渡る悪
性腫瘍の根治手術が、ダヴィンチ支
援下に自費診療として行われており
ます。一方、本年４月に新設された
「ダヴィンチ低侵襲手術トレーニン
グセンター」では、ブタを用いた２
日間コースの手術訓練が行われてお
ります。わが国でダヴィンチSを臨
床的に用いるには必須の訓練である
ため、全国の外科系医師たちが本学
を訪れており、今のところ約２ヶ月
の予約待ちの状態で、最近は藤田保
健衛生大学はわが国のロボット支援
手術のメッカ状態となっておりま
す。
また、８月末には念願の低侵襲画

像診断・治療センター（放射線セン
ター）が完成し、９月16日には大村
愛知県知事や草川参議院議員（公明
党副代表）のご臨席の下、竣工式と
内覧会が開かれました。地下１階、
地上６階の構造で、総床面積は
8,622m2（2,613坪）、着工から約16ヶ
月を要しましたが、基幹災害拠点病
院に相応しく完全免震構造です。地
下１階は放射線治療フロアでピンポ
イントの放射線治療ができる最新鋭
リニアック治療装置や密封小線源治
療装置などを設置し、１階は核医学
検査フロアとして最新鋭ＰＥＴ｜Ｃ
Ｔ装置（国内初）と２台のＳＰＥＣ
Ｔ｜ＣＴ装置を設置しました。２階
はＭＲＩフロアで、３テスラMRI装
置を３台、1.5テスラ装置を１台配備
しています。３階は血管造影フロア
で、５台のフラットパネル型血管造
影装置を備えましたが、うち１台は
腹部ＩＶＲ｜ＣＴとして世界初の３
２０列ＣＴを採用しました。4階は

ＣＴフロアで、世界初の新型３２０
列面検出器ＣＴ２台と最新鋭80列マ
ルチスライスＣＴ２台を設置しまし
た。５階はＸ線透視フロアで、４台
のフラットパネル搭載型Ｘ線透視装
置を配備しました。世界初の３機種
を含め最新鋭の放射線機器が数多く
揃っており、国内だけでなく近隣の
国々からも多くの医療関係者が見学
に訪れる「アジアのショウルーム」
的存在と自負しております。
次に、私たちが開学50周年事業の

最大のイベントとして計画中の新病
棟についてご説明させて頂きます。
1973年に開院した本大学病院の１

号棟と２号棟は旧建築基準で建設さ
れております。諸般の事情から一時
は両病棟とも耐震補強を考えました
が、工事中の入院患者さんの減少に
よる減益額や手術室増室の必要性な
どともに、職員の頑張りで改善した
病院の収益を考慮した結果、約740
床の新病棟を現在の外来棟に隣接さ
せて新築し、２号棟のみを耐震化し
活用することが最善であると判断致
しました。一方、１号棟は低層に減
築して耐震化は行うものの、病棟と
しては使用せず教育施設として活用
するよう計画を進めております。新
棟の建設場所は現在の第一駐車場の
土地をあて、新駐車場は旧ヴィラＢ
の跡地に立体化して必要台数を確保
致します。新病棟は実施設計段階に
入っており、基幹災害拠点病院に相
応しく積極的な災害・救急医療を担
うことを基本コンセプトとしており
ます。完全免震構造で、地下１階、
地上13階、総床面積は52 ,892m2

（16,027坪）で、屋上には大型の防災
ヘリが発着できるヘリポートを備え
ます。年内には大手ゼネコン（補助
金の関係で５社以上の参加が必須）
にお願いして最終見積りを頂き、本
学にとって最良条件を提示して頂け
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る会社を選定し、平成24年度内の着
工を目差しています。予定工期は18
ヶ月で学園創設50周年にあたる2014
年10月には竣工式を行う予定です。
また、近い将来の高齢化社会に備

えて、私たちは医療科学部の先生方
や地域医師会の先生方と協力して、
地域包括ケア中核センターを本年度
中には立ち上げる予定です。これは
大学病院で行う急性期医療とこれに
続く回復期リハを、地域での介護や
在宅医療にスムースに繋ぐという試
みで、大学病院としましては類を見
ない画期的なもので、厚生労働省や
文部科学省からも充分ご理解が得ら
れており、年内には愛知県の認可を
頂いて、「藤田保健衛生大学24時間
在宅支援センター」として開設する
予定です。また、将来は「在宅支援
診療所」「在宅支援施設」などの設
立も視野に入れており、これにより
藤田保健衛生大学は文字通り医療系
総合大学としての地位を確立出来る
と考えております。
以上、藤田保健衛生大学病院の現

状と近未来の構想を述べさせて頂き
ましたが、これらの構想が実現し、
本大学病院がさらに発展して行くた
めには、同窓の諸先生方の絶大なる
ご支援が必要であり、今後とも、ご
指導、ご鞭撻のほどをお願い申し上
げます。

同窓会の皆様には益々ご活躍のこ
とと存じます。
小野現理事長の後任として医学部

長に就任し、１年半が過ぎました。
そこで、この１年半における医学部
の活動状況についてご報告いたしま
す。
まず教育面に関して、現在医学部

の在学生総数は681名で、定員の1.06
倍となっています。これは、前の失
点制度による進級制度に比べて、１
教科以上不合格で留年する現進級制
度の方が留年生は少なく、優れた結
果を出したと考えております。この
新制度導入で、学生はよりコツコツ
と勉強するようになったと思いま
す。また、新制度導入は、新卒者の
医師国家試験合格率、一昨年度99％
（全国４位）、昨年度98％（全国８位）
にも大きく反映していると考えられ
ます。一方で学生の自由が少
ない、との意見も出されます。
しかし、新入生のご父兄44名
と面談し、ほとんどのご父兄
は「医師になるのだから、で
きるだけ厳しくして下さい」
と言われており、従って、本
校の教育方針は大筋で間違い
は無いと考えております。
次に研究面では、総合医科

学研究所と医療科学部を含め
藤田保健衛生大学の本年度の
科学研究費の獲得額は、私立
医科大学29校中18位でした。
本校の一つ上位は東京慈恵医
科大学であることから、本校
が研究面でも頑張っている事
を示しています。しかし、本
校はまだまだ研究分野で発展
する可能性があります。今後
は如何にすれば研究面で躍進
できるか検討し、対策を講じ

たいと考えております。
最後に診療に関してご紹介いたし

ます。まず人材面では、医学部には
世界的、全国的に有名な教授陣が居
られると評価を受けています。特に、
ダビンチによるロボット手術では宇
山一朗教授が再三マスコミに取り上
げられ、医学部の素晴らしい人材の
一端を世間に知らしめております。
藤田保健衛生大学の大学名を知らな
くても宇山教授の名前を知っている
方が大勢おられます。このような人
材は本学の宝といえます。一方、施
設面では平成24年９月16日に低浸襲
画像診断・治療センター（通称：放
射線センター）が竣工いたしました。
この施設は日本最大の放射線診断と
治療を行うセンターです。まさに本
学の未来を支え、世間に誇る施設が
始動いたしました。藤医会の先生に
は、是非ご利用いただきたいと思い
ます。また、平成25年春には750床
の新病棟の建設が始まります。新病
棟も本学の将来を担う建物で、本学
が躍進する礎となると期待されてい
ます。
以上、教育、研究、診療に関して、

注目すべき事項を列記いたしまし
た。本医学部はどの面においても発
展途上にあり、今後一層躍進できる
多くの素材を持っていると考えてお
ります。是非同窓生の皆様には、医
学部発展にためご支援賜りますよう
お願い致します。
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平成23年度 国家試験合格率
本学（合格者数）全国平均

【医師】
医学部医学科　新卒 ９８.０％（９９） ９３.９％

既卒 ４４.４％（４） ６０.０％
計 ９３.６％（１０３）９０.２％

【臨床検査技師】
医療科学部
臨床検査学科 ９８.９％（９４） ７５.４％
【看護師】
医療科学部看護学科 １００％（１０４）９０.１％
看護専門学校看護科 １００％（４５） ９０.１％
【保健師】
医療科学部看護学科 ９９.１％（１０５）８６.０％
【診療放射線技師】
医療科学部放射線学科 １００％（５５） ８３.４％
【理学療法士】
医療科学部
リハビリテーション学科 ９８.３％（５７） ８２.４％
【作業療法士】
医療科学部
リハビリテーション学科 １００％（４０） ７９.７％
【臨床工学技士】
医療科学部
臨床工学学科 ９７.１％（３３） ７５.５％
【診療情報管理士】※（財）日本病院会認定資格
医療科学部
医療経営情報学科 １００％（３４） ５１.０％

完成した低侵襲画像診断・治療センター



平成24年４月１日付で、藤田保健
衛生大学医療科学部看護学科より配
置換えにて、藤田保健衛生大学看護
専門学校に着任いたしました。よろ
しくお願い申し上げます。
藤田保健衛生大学看護専門学校は

藤田学園内では最も古くからの歴史
をもっています。昭和39年10月に、
南愛知准看護学校がスタートし、昭
和58年２月には藤田学園看護専門学
校という専修学校として設置の認可
を受けています。平成12年４月から
現在の藤田保健衛生大学看護専門学
校医療専門課程３年課程が開校し今
日に至っています。平成26年には藤
田学園が50年の歴史を刻む年になり
ます。卒業生として母校の繁栄は、
とても喜ばしく、うれしく思います。
藤田保健衛生大学看護専門学校

は、全日制３年課程になり卒業生を
送り出して10年です。近年は合格率
100.0％を維持しています。教職員総
勢が一丸となって国家試験対策に取
り組んでいます。看護専門学校はこ
じんまりとした部署ですが、教職員
のパワーは全開です。一人何役もこ
なしているその大変さの中でも、い
つも皆笑顔があります。この笑顔に
私は助けられています。
ところで、看護師教育は保健師助

産師看護師学校養成所指定規則に則
り、限られた時間の中で所定の単位
を習得すべくカリキュラムが過密に
なっています。その中で、学生がい
かに主体的に思考して知識を習得
し、その知識を活用していくかが課
題と思われます。病院において在院

日数の短縮化が図られている今日、
臨地実習で学生が一人の受けもち患
者を実習期間通して受けもつことが
難しくなり、ケースを極めることに
限界が生じているとも考えられま
す。また、患者（もしくは対象者）
の権利擁護の観点からも、目的に合
った学習体制が確保できているかど
うかも言えます。近年の社会の実情
から、看護師教育における学習内容
強化対策および臨地実習場確保対策
が重要となりましょう。臨地の実習
は体得につながります。専門知識を
深め、確実な技術の習得は、学内で
の演習、臨地での直接体験が「体得
する」ことにつながり非常に重要な
位置づけにあります。看護教育の充
実した環境づくりを目指して、また
更なる看護の発展を目指して、教育
の場と臨地の場が一丸となって推し
進めていくことが肝要と思います。
今後ともご指導ご鞭撻を賜ります

ようよろしくお願い申し上げます。

平成24年４月１日から、医療科学
部臨床検査学科の学科長を拝命しま
した。紙面をお借りして同窓生の皆
様にご挨拶申し上げます。
本学科は昭和43（1968）年、豊明

キャンパスに藤田保健衛生大学とし
ては最初に設立されました（旧衛生
学部衛生技術学科）。当時、わが国
で２番目の先進的４年制大学として
開設され、卒業生総数は4,826名にも
及び、全国の医療施設、大学、企業
などで活躍しておられます。お陰様
で本学科が今日臨床検査教育施設と
しての高い評価と信用が得られてい
るのは、ひとえに同窓生の皆様方の
ご努力の賜物です。そして本学科は
平成20年に、短期大学衛生技術科と
統合して、名称も医療科学部臨床検
査学科と改めて再出発しているとこ

ろでございます。
さて、今日の医学・医療や医療教

育の状況は、めまぐるしく変化、発
展する医療環境の中で、そのニーズ
に、スピード感をもって柔軟に対応
できる人材の育成が急務となってい
ます。しかしながら44年の時を経た
本学科の現状は、そのよき伝統が確
かに持続している面と、残念ながら
後発の大学と比べて出遅れている面
もあることも正直な事実です。
そこで私は、本学科は臨床検査教

育のパイオニアであるというプライ
ドをもって、当面「再生と創成で臨
床検査の雄になる」とのスローガン
を掲げました。そして、本学科の原
点に立ち返り、日本で有数の教育機
関になれるよう本職に専心したいと
思います。具体的には、本学科が育
んできた高い国試合格率や就職率は
持続し、学生には４年制大学として
の高度な専門知識と技術はむろん、
医療専門職者としての自覚と人間性
教育もさらに強化し磨きをかけてい
くことは当然です。これからはさら
に、自ら考え、問題を処理し、積極
的に行動できると就職先から評価さ
れるような人材も育成していく必要
があります。遅ればせながら本学科
でもＰＢＬ、ＴＢＬ、ＯＳＣＥなど
の新しい教育システムを導入してま
いります。さらに従来医学部に依存
してきた大学院教育を、今後は自ら
の大学院教育を充実させて、高度の
知識を持ったリーダーにもなり得る
人材を育成していく必要がありま
す。それが真の意味でチーム医療に
求められる臨床検査の専門者養成に
繋がるものと考えています。
学園創立50周年の機会に、生涯教

育研修センター２号館の建設が計画
されています。新棟建設が単なる耐
震対策に留まるのではなく、同窓生
のご努力をより発展させ、将来名実
ともに日本有数の臨床検査教育のパ
イオニア学科として再生できる場に
なるべく、その責務に励みたいと思
います。
同窓生の皆様方のご理解とご協力

をよろしくお願い申し上げます
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藤田保健衛生大学
看護専門学校　校長
（衛生学部 衛生看護学科 2回生）

山本　澄子

（順不同）



藤田学園同窓生の皆様には、益々
ご健勝で各方面にてご活躍のことと
推察致します。
この度、今年４月１日付で、臨床

工学科長を拝命し、私には身に余る
光栄と心得、この重責に身の引き締
まる思いであります。現在、学園は
大きな改革期の中、創立50周年に向
けて大事業が計画、実施されていま
す。学科長として微力ではあります
が、学科、学部、大学の発展に、さ
らには同窓会の発展に少しでもお役
に立てればと考えています。

●素晴らしき伝統を継承
藤田学園は、東海地方の臨床工学

技士養成大学としては歴史が最も長
く、1993年４月に大学としては全国
初の臨床工学技士一年制養成施設と
して、藤田保健衛生大学短期大学専
攻科臨床工学技術専攻課程が開校し
ました。そして、2008年４月からは
医療現場のニーズに合わせ、四年制
養成課程へと改組発展し、今年で５
年目を迎えました。それ故、本学科
は短期大学からの臨床工学技士養成
期間を合わせると19年間もの歳月を
経過している伝統のある学科です。
これまで国家試験合格率100％を毎
年達成することを一つの目標として
きました。さらに、長年培ってきた
伝統を基に、医療現場で役立つ専門
知識と技術を兼ね備え、新たな知
識･技術を十分に吸収・応用し、さ
らには研究・開発を目指せる臨床工
学技士の養成をおこなっていること
が、大きな特徴であります。
本学科は今年３月８日、第１回生

34名が卒業しましたが、就職率、国
家試験合格率は共に97％と、100％
に届きませんでした。就職先は、本
学大学病院５名、他大学病院（信州

大学、名古屋大学、三重大学、愛媛
大学）４名、国立・市民病院７名、
民間病院15名、企業１名、進学（本
学大学院）１名と、国立大学病院を
はじめ、東海３県でも有名な大病院
に決まり、教員一同、安堵していま
す。
今年度は学科の目標を「全員国家

試験合格」、「全員就職内定」と、大
きく掲げ全教員がさらに教育・指導
に全力を尽くしております。

●実践能力を身に付けた
臨床工学技士を育成

本学科は、今年３月末で完成年度
までの４年間を無事終えました。現
在の教育課程（カリキュラム）の見
直しを行っており、平成25年度を目
標に新カリキュラム再編成に取組ん
でいます。このため新カリキュラム
検討委員会を設け、教員や学生から
の意見や要望を考慮しつつ、最先端
医療の現場に対応できる臨床工学技
士を養成するための改善に取組んで
います。
臨床実習では、本学併設の日本有

数の大学病院で、臨床経験豊富な多
数の先輩技士が、実践的な技術や知
識を丁寧に教育しています。人工心
肺装置の操作、人工呼吸装置の操作、
人工透析装置の操作、さらにはda
Vinciを用いた最先端手術室の見学
実習、医療機器の保守管理等、臨床
経験を学生時代から肌で感じ、体得
できる素晴らしい教育環境で臨地実
習を行っています。本学科の学生は、
この様な最先端医療機器を駆使する
高度医療現場での実習を通して、医
療チームの一員としての協調性、責
任感、精神力とともに、実社会に幅
広く対応できる実践能力を身につけ
ています。

●大学院教育と資格取得の重要性
今年４月から大学院保健学研究科

修士課程に、臨床工学領域が新しく
昼夜開講し、将来の指導的人材を育
成しています。今年度は１名が入学
しましたが、高度専門技士、研究・
開発者及び教育者を目指す学生は、
大学院への進路もあります。また将
来、知的管理職やリーダーとしてチ
ーム医療の担い手を目指している卒
業生の方には、大学院に進学される
ことをお奨めします。
在学生には、資格取得にも挑戦さ

せていて、３年次に第２種ＭＥ技術

実力検定試験を受験させています。
また、卒業後には専門認定士の資

格として、透析技術認定士、体外循
環技術認定士、呼吸療法認定士など
数多くあります。従って、学生諸君
には日頃から、明確な目標「志」を
持って学ぶことの重要性と、生涯学
び続ける姿勢を習得させています。

●医療人としての人格形成
本学科は、全国トップクラスの充

実した教育施設を十分に活用し、よ
りハイレベルな臨床工学技士養成を
目指しています。そして、学生は将
来、尊い人命に直接かかわる重要な
仕事につくことから、在学中は早期
から良き医療人としての「倫理観」
も備え持つ人格形成に精励させるよ
う、教員一同、全力で頑張って参る
所存です。
小生の恩師である亡き総長・藤田

啓介先生から、「さり気ない自己犠
牲を行う君にこそ幸いあれ」と、学
生時代に頂いた言葉は、今もなお私
へのエールとして、心の支えになっ
ています。今後も自己犠牲を惜しむ
ことなく、藤田学園の発展に、さら
には本学科が名実ともに日本有数の
臨床工学技士養成施設になるよう全
力を尽くしてまいりますので、同窓
会の皆様方の暖かいご支援、ご指導
を賜りますよう宜しくお願い申し上
げます。

このたび初代学科長山内一信先生
の後任として2012年４月１日付で医
療経営情報学科長を拝名することに
なりました。
振り返れば1979年に新設の救命救

急センターに就職し、1985年１月１
日からは藤田学園衛生技術短期大学
衛生技術科の生理学助手として、臨
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川井　薫



平成24年４月１日付で藤田保健衛
生大学坂文種報徳會病院産婦人科教
授を拝命しました。私は昭和54年に
名古屋保健衛生大学（現：藤田保健
衛生大学）医学部を卒業し、昭和55
年に福島　穰教授（現：名誉教授）
が主宰される同大学産婦人科学教室

に入局いたしました。当時は総勢13
名の医師が豊明の第１病院と中川区
の第２病院（藤田保健衛生大学坂文
種報徳會病院）で診療に従事してお
りました。不出来な研修医の私はす
ぐには戦力とはならず、当時の福島
教授、米谷助教授（前：坂文種報徳
會病院院長、現：名誉教授）、馬島
講師（前：伊勢慶応病院教授）には
随分御苦労をおかけしたと思いま
す。
昭和62年から３年間、奥三河にあ

ります新城市民病院に１人医長とし
て赴任しました。分娩は年間250件
ほどで、帝王切開や婦人科手術の際
には大学から応援医師をお願いする
体制でした。当時、切迫早産（妊娠
30週）の妊婦を入院管理しておりま
したが、妊娠継続が限界となり、母
体搬送する時間的余裕もなく、帝王
切開としました。当然、1500g前後
の低出生体重児が予測されましたの

で、応援依頼をしたところ浜松市の
周産期センターから新生児専門医が
駆けつけていただきました。無事胎
児を娩出後に児搬送となりました
が、その新生児科の先生が「いいタ
イミング、いい状態でこの子を娩出
していただけましたね」と声をかけ
てくださいました。この一言が何よ
りもうれしく、その後、周産期医学
をめざす大きな要因となりました。
平成23年の人口動態によれば、出

生数約106万人、死亡者数が約126万
で年間約20万人の人口が減少してい
ます。計算上では西暦3300年ごろに
は日本人が存在しなくなるという恐
ろしくなるような警告文書もみられ
ます。
私達、産科医は出生数増加に貢献

すべき立場にあります。私個人とし
ても、何とか、生涯、産科医として
非力ではありますがお役に立てれば
と思います。

床生理学の脳波・筋電図部門の講義
と実習を担当させていただきまし
た。また、1996年には短大に医療情
報技術科が誕生し、人体機能学の講
義も担当いたしました。その後、
2008年から本学科の生理学の教授と
して就任し、山内先生の下で学科長
補佐としても学科運営に関わってき
ました。これまでの28年間は臨床検
査技師としての臨床経験のほか、臨
床検査技師、看護師、臨床工学技士、
診療情報管理士育成のための教育・
研究に携わってまいりました。
医療経営情報学科は2008年に開設

され、初年度は19名（定員30名）か
らのスタートとなりました。その後、
学生確保の対策として、高校訪問の
継続と強化、一日体験入学の実施、
ホームページの充実等の広報活動を
行い、さらに入試改革として、一般
入試での第二志望の設置と入試科目
の見直しを行いました。その結果、
第２回生（37名）、第３回生（41名）、
第４回生（43名）と入学者を確保す
ることになり、本年度の第５回生も
45名の入学者を迎えることが出来ま
した。また、本年度には大学院保健
学研究科に医療経営情報学領域を増
設し、研究者・高度専門職業人を目
指す３名の社会人の入学者も迎える
ことが出来ました。この春初めて卒
業した第１回生は、診療情報管理士
認定試験の合格率100％、就職内定
率も100％と、少ない人数ながらし

っかりと実績を残してくれました。
また、今年の第２回生の診療情報管
理士認定試験の合格率も100％とな
り、２年連続の快挙となりました。
現在、本学科では12名の専任教員が
教育にあたっておりますが、ここに
至るまでには客員や他学科、医学部
の先生方をはじめ、事務部、広報部、
学事部キャリア支援課の職員の方々
など、多くの皆様にお力添えを頂き
ました。この場を借りて厚く御礼申
し上げます。
さて、現代の医療では、多岐に亘

る膨大な医療情報を的確に整理し、
これらを経営・管理に役立つよう迅
速かつ効果的に運用できる人材が求
められています。本学科は、このよ
うな高度な医療経営情報システムを
担う人材育成の必要性から設立され
ました。
卒業までに目指す主な資格は、診

療情報管理士と医療情報技師です。
診療情報管理士は、「医学・医療」
の知識を背景に、カルテ管理のエキ
スパートとして医療の質の向上に貢
献します。特に、包括評価支払い制
度（DPC）への対応を担当し、種々
の臨床指標、病院管理指標の算出・
分析を行い、良質で効率的な医療を
遂行するための医療情報の分析者と
して医療を支えています。また、医
療情報技師は、病院情報システムや
病診連携のためのシステム構築、あ
るいは全国の医療機関との情報ネッ

トワークの構築などの担い手となっ
て電子カルテの開発などに活躍して
います。さらに、医療機関の経営方
針・経営戦略の立案に参画でき、効
率的な医療機関経営の改善・実施に
あたることができるように、経営・
管理に必要な諸指標の算出や分析法
を学び、経営能力の基礎も身につけ
ます。医療の質を向上させるために
は、医療機関のシステム全体を管理
し、状況を分析する『マネジメント
（経営管理）能力』が必須です。本
学科では、医療機関の将来を担う人
材、すなわち優れたマネジメント能
力を持ち、情報通信技術、医学・医
療の知識をバランスよく備えた医療
事務職のプロフェッショナルを養成
します。
今日までの研究成果や教育者とし

て成長できましたことは周囲の先生
方のバックアップに加えて、卒論生
をはじめとするたくさんの学生さん
のおかげでもあります。今後も医療
経営情報システムを担える人材育成
に全力を尽くしたいと思います。設
置の趣旨を重んじ“良き医療人”
“良き医療管理者”を育成すべく優
秀な医療経営学、医療情報学、診療
情報学領域のスタッフ一同と供に頑
張って行きたいと考えております。
今後とも皆様方のご協力、ご支援

を賜りますように宜しくお願い申し
上げます。
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今後は、藤田学園そして藤田保健
衛生大学坂文種報徳會病院産婦人科
の発展のために、非力ですが努力す
る所存です。藤田学園同窓会の皆様、
引き続きご指導、ご鞭撻を賜ります
ようよろしくお願い申し上げます。

平成24年５月１日付で医学部臨床
総合医学教授を拝命致しました。お
心遣い下さった諸先生方に感謝申し
上げます。
私は昭和63年に本学医学部を卒業

した11回生です。卒業と同時に循環
器内科（水野　康教授）に入局し、
研修修了後、専修医として臨床に携
わりました。平成６年に薬理学教室
（萩野泰道教授）へ助手として移籍
し、教育、研究に従事し、医学博士
を取得させて頂きました。野村隆英
教授の指導の下、分子生物学を学ん
だ後、平成11年に循環器内科｡（菱
田　仁教授）に講師として帰局し、
臨床、教育、研究に携わりました。
平成18年に助教授へ昇任するととも
に、医学教育企画室の兼務を開始し
ました。室長（松井俊和教授）から、
３・４年生を対象とした小人数グル
ープ学習授業のＰＢＬ(Problem-
based Learning; 問題発見解決型学
習)テュートリアルに携わる機会を
頂戴し、コーディネーターの先生方
とともに生涯教育研修センター１号
館13階ＳＧ（Small Group）フロア
全体を利用した「藤田式ＰＢＬ」
（医学教育 2011. 42: 135-140）を確立
することができました。
平成19年から医学教育企画室を兼

務しております。教員教育、横断的
な授業、臨床実習前に実施する共用
試験（知識を問うＣＢＴと技能・態
度を評価するＯＳＣＥ）、や卒試・
総合試験の管理運営、国家試験対策

を行っています。また、コンケン大
学（タイ）やミラノビコッカ大学
（イタリア）との医学生の国際交流、
生涯教育研修センター１号館14階Ｃ
Ｓ（Clinical Simulation）フロアに
おけるシミュレーション学習なども
推進しております。
今後の私の専門領域は、臨床総合

医学となります。臨床医学総論（松
井俊和教授）では、１、２年生にお
ける医学教育の導入部分と６年生の
総括部分を担当し、臨床総合医学と
しては、３、４、５年を中心とした
臨床教育を担当します。しかしなが
ら、担当学年を分けることは難しく、
臨床医学総論と協力して入学から卒
業までの医学教育の下支えをさせて
頂きます。平成24年７月から医学教
育企画室の室長を拝命しました。身
の引き締まる思いです。更に、新た
なるアセンブリ教育の一環として学
部学科の垣根を越えた多職種連携教
育（ＩＰＥ；Inter-professional
Education)を推進したいと考えてお
ります。
藤田学園全学同窓会のご支援を賜

りながら、医療人教育における藤田
ブランドを確立していきたいと存じ
ます。今後ともご指導ご鞭撻の程、
何卒宜しくお願い申し上げます。

この度、平成24年４月1日付で藤
田保健衛生大学医療科学部看護学科
成人看護学教授を拝命致しました。
就任にあたり御尽力いただきました
藤田保健衛生大学の諸先生方に厚く
御礼申し上げます。
私は藤田保健衛生大学を卒業し、

藤田保健衛生大学病院で５年間看護
師として働いた後に、母校で看護学
教員として着任いたしました。その
当時を振り返ってみると、教員とし

ての基盤作りをするうえで貴重な経
験をさせていただいた時期であった
と思います。講義、演習、実習、卒
業研究の指導などを担当致しました
が、それはフィードバックして自分
自身と向き合うことでもあります。
自分の未熟さと力不足を痛感し、ど
のようにしたら務めが果たせるのか
と考え、もがいておりました。その
時期を何とか乗り越えて、今日に至
るまで歩み続けることができたの
は、諸先生方のご指導や職員の皆様
からのご支援、そして共に学ばせて
もらった学生達のお蔭だと思いま
す。心より感謝しております。
私には現在10歳の子供がいます。

夫の単身赴任が長期間に渡りました
が、子供を安心して任せられる両親
の存在と仕事に対する夫の理解があ
ったからこそ仕事と子育てとの両立
ができたのではないかと思っていま
す。家族にも感謝しています。
教員経験が長くなるにつれ、仕事

量が増え、責任の重さも増していま
す。正確に効率よく、かつ心を込め
て、どのように仕事を行っていくか
を考えなければなりません。私は、
一人ひとりが責任をもって仕事を
し、チームで協力することにより、
個人の力も組織の力も向上するので
はないかと考えています。仲間同士
が支えあい、伸ばしあえる環境作り
に貢献していきたいと思います。そ
して、人との関わりを大切にし、看
護学教員として必要な専門知識と技
術を自ら学び、藤田学園の更なる発
展のために努力致しますので、今度
とも皆様のご指導・ご支援を賜りま
すよう何卒お願い申し上げます。

平成24年４月１日より、整形外科
学主任教授　山田治基先生の御推薦
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で整形外科学教授（定員外：上肢・
手の外科担当）を拝命しました。
私が教授を拝命しました『上肢・

手の外科』という言葉に馴染みがな
い方も大勢おられると思います。私
たちが治療している『上肢・手』は
ヒトを人間に変えた重要な器官なの
です。そして『第二の脳』ともよば
れています。ヒトが猿から大きく進
化した第一歩は、移動に利用する足
の数を四本から二本に減らして直立
歩行し、余った二本の前足を手とし
て使用して、大好物で貴重な栄養源
である果物や木の実などを口で咥え
て運ぶのではなく、両手で持って家
族のもとにより大量に運ぶことを始
めたことです。このあとは皆さまが
御承知のように、手を使って、道具
を利用し、様々な作業を効率よくで
きるようになりました。道具を頻繁
に使うことによって手の動きは精密
になり、手の動きが精密になること
によって、道具がさらに進歩すると
いうポジティブ・サイクルができあ
がり、文明が飛躍的に進歩し、今日
の人類の繁栄ができあがりました。
『上肢・手』はヒトが人間として生
活する上で最も大切な器官と自負し
ています。この『上肢・手』の疾病
や外傷を治療するのが『上肢・手の
外科』です。
藤田保健衛生大学病院には診療科

が35あります。どの科も、人間の健
康になくてはならないものであり、
それぞれの科に誇りがあります。整
形外科は骨、関節、靭帯、筋、腱、
神経、血管、皮膚など支持骨格、運
動器を扱う科であり、整形外科医は
運動器を介して、皆さまの健康に貢
献することを誇りとしています。そ
のなかでも『上肢・手の外科医』は
ヒトが人間として生活するために最
も必要な運動器でありながら『第二
の脳』といわれる『上肢・手』を治
療することを誇りとして急性外傷や
慢性疾患に取り組んでいます。
皆様も骨折や捻挫などの外傷や、

関節、筋、腱、神経の炎症、たとえ
ば五十肩や腱鞘炎、神経炎などで
『上肢・手』を自由に使用できなく
なった時に、人間らしい生活ができ
ないと非常に不便を感じられたこと
がおありでしょう。食器や道具が上
手に使えない、服を一人で着がえら
れない、排泄の事で恐縮ですがウォ
シュレットがないと始末ができない
などです。人間としての礼節、品格

にかかわる事態にまで発展します。
これらの不自由を治療することにも
誇りを持っています。
このように自分が診察・治療する

分野に誇りを持ち仕事ができること
は本当に幸せです。今後とも『上
肢・手の外科』の発展と患者様の健
康のために、臨床・研究・教育に精
進してまいります。御指導、御鞭撻
のほど宜しくお願い申し上げます。

この度、平成24年４月１日付で藤
田保健衛生大学七栗サナトリウム内
科教授を拝命いたしました。就任に
あたり御尽力いただきました諸先生
方に深く感謝申し上げます。
私は昭和63年に京都大学を卒業し

ました。内科の分野の中では神経内
科を専門としております。脳卒中、
認知症を中心に京都大学医学部附属
病院等の医療機関、国立長寿医療研
究センター等の研究機関にて神経疾
患の診療と研究に携わって参りまし
た。
神経疾患のなかでも、認知症は高

齢社会の到来とともに急速に患者数
が増加し、65歳以上の人口の７％を
超える患者数があるとされ、高齢化
が進むとともに、さらに患者数が増
加してゆくと推測されており、医療
面のみならず社会的にも非常に重要
な問題となっております。
七栗サナトリウム内科の実績であ

ります　１）地域と密接に連携しな
がら、個別性に配慮した高齢者医療、
２）入院患者の内科的合併症の治療
の伝統を受け継ぐとともに、私の専
門領域であります神経疾患、特に、
認知症を対象とした診療において、
七栗サナトリウムの特徴であります
質の高いリハビリテーションの資源
を有効に活用し、また、医療、介護
の地域ネットワークを構築し、密接

な連携を基盤とした在宅、医療機関、
介護施設すべての段階をカバーする
総合的な認知症医療を目指します。
今までに築かれた伝統を受け継ぎな
がら、新しい分野を発展させること
で、地域社会に貢献できる医療を実
践できればと考えております。研究
面でも、臨床への応用を目標とした
認知症や脳卒中の診断法、予防・治
療法の開発研究について、藤田記念
七栗研究所との共同研究を推進でき
ればと考えております。認知症の診
療は、根気強い取り組みの必要な、
大きなテーマではありますが、全力
で取り組みたいと考えております。
教育面においても、高齢者医療、認
知症医療などの特徴を生かした教育
プログラムに取り組みたいと考えて
おります。
今後とも、更なる御指導、御鞭撻

を賜りますよう、宜しく御願い申し
上げます。

この度、平成24年４月１日付で医
療科学部放射線学科教授に昇任させ
て頂きました。ご推挙、ご高配を賜
った諸先生方に厚く御礼申し上げま
す。
私は平成元年に防衛医科大学校を

卒業し、航空自衛隊幹部候補生学校
を経て、防衛医科大学校病院の研修
医となりました。学生時代に放射線
科でinterventional radiology（ＩＶ
Ｒ）を見学し、画像診断技術を駆使
して施行する低侵襲治療に強い興味
を抱き、放射線科に入局し、以後Ｉ
ＶＲ一筋に研鑽を積んできました。
防衛医大ではBudd-Chiari症候群や
悪性腫瘍による閉塞性黄疸のステン
ト治療などのＩＶＲを数多く経験さ
せていただきました。研修修了後は
部隊配属となり、航空自衛隊浜松基
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地や岐阜基地で一般診療やパイロッ
トの健康管理を行いました。この間、
自衛隊の通修制度を利用して浜松医
科大学放射線科にて研修を行いまし
た。浜松医大でも当時日本ではまだ
ほとんど行われていなかった経頚静
脈門脈下大静脈短絡術（ＴＩＰＳ）
や門脈内ステント留置を自作のステ
ントを使用して施行させていただき
ました。今では考えられませんが、
当時は市販のステントはなく、自分
でステンレスワイヤーをラジオペン
チで曲げ、ハンダ付けをして作成し、
滅菌して患者に使用していました。
徹夜して自作したステントが患者の
血管や胆管の中で拡張し、患者の症
状が軽快すると、独特の充実感が得
られ、毎日夢中でＩＶＲを行ってい
ました。
その後、平成６年４月に自衛隊の

国内隊費留学生として本学大学院医
学研究科に入学しました。本学で当
時産学協同開発中であったＣＴ透視
法を見て驚愕しました。当時の一般
的なＣＴスキャナではスキャン終了
後に画像が再構成され、画像が表示
されるまでに数十秒を要していまし
た。ところが、本学のＣＴスキャナ
では超音波装置のように画像がリア
ルタイムに動画像として表示されて
いたからです。このときからＣＴ透
視法に魅せられ、ＣＴ装置の開発と
ＩＶＲへの臨床応用に携わらせてい
ただき、古賀教授、片田教授、安野
教授のご指導のもと、ＣＴ診断、Ｃ
Ｔ透視下ＩＶＲおよび放射線被曝防
護などの臨床、研究の業績を積み重
ね、平成10年に学位を授与されまし
た。大学院卒業後、自衛隊那覇病院
勤務を経て、平成11年に自衛隊を退
職し、本学に奉職しました。
私の担当する講義科目は医学概

論、臨床医学概論、画像解剖学、診
療画像技術学、診療画像学概論など
で、放射線医学の中の医学の分野で
す。これまでの臨床・研究経験を活
かしながら、教育に当たっていきた
いと思っています。また、学生教育
の傍ら、これまでと同様に、第１教
育病院で放射線診断とＩＶＲを行
い、臨床各科のお役に立てればと考
えております。

今年の３月31日付で藤田保健衛生
大学看護専門学校を退職し、４月か
ら藤田保健衛生大学医療科学部に開
設されました臨床看護研修センター
に非常勤で勤務することになりまし
た。
センターでは８月20日から厚生労

働省の認定を受けて「臨地実習指導
者講習会」が開講し、47名の受講生
が残暑の厳しい中勉学に励んでいま
す。
近年、看護教育においては医療の

高度化や患者ニーズの増大・多様化
などに伴い高い臨床能力・実践力が
求められていますが、新人看護職員
の臨床能力は現場の期待するレベル
に達していないと言われています。
また、看護基礎教育終了時点の能

力と看護現場で求める能力とのギャ
ップが新人看護職員の職場定着を困
難にする最大の理由となっていま
す。さらに医療安全の面でもヒヤリ
ハット事例では経験年数３年未満の
看護職員が関与する割合が相当数存
在し、医療過誤により保健師助産師
看護師法による行政処分を受けた事
例も少なくないという状況があるこ
とも指摘されています。
これらの現状を踏まえ「新人看護

職員研修」については厚生労働省が
平成22年度から施策を進めています
が、新人看護職員の臨床能力や実践
力は看護基礎教育やカリキュラムの
課題でもあります。
限られた修業年限の中で看護実践

力の強化など看護現場での期待に応
えるには臨地実習の条件整備を含め

看護基礎教育の内容の充実が必要で
す。看護現場と教育の場とがこれま
で以上に連携・協働し、社会のニー
ズに対応できる看護職員の育成に努
めることが求められていると思いま
す。
今回、センターで開講した「臨地

実習指導者講習会」はこれらの課題
に対して重要な役割を担うことにも
なる看護現場の指導者を育成するこ
とを目的としています。
臨地実習指導者については現在、

愛知県や名古屋市の主催で「臨地実
習指導者講習会」が実施されていま
すが県内における実習施設は病院だ
けでも約140か所程あり、必要とさ
れる指導者（各実習病棟単位に複数）
の育成をカバーできる規模ではあり
ません。
医療科学部では、これら臨床現場

や看護教育の現状を踏まえ将来に亘
り充実した臨地実指導体制を築くた
め臨床看護研修センターを設立され
たと伺っております。
臨地実習は学生にとって看護実践

に必要な知識、技術の獲得さらには
専門職としての倫理面の体得にも貴
重な学びの場となります。
臨地での学びを担っていただく

「臨地実習指導者講習会」の受講生
の皆さんの教育環境を整え共に学ん
でいきたいと思っています。

本年３月末日をもって、藤田保健
衛生大学を定年退職いたしました。
平成９年４月に短大に赴任いたしま
したので、15年間藤田学園に在職さ
せていただいたことになります。
平成19年度までは、短大の専攻科

および医療情報技術科において電
気・電子工学を担当しました。
短大には個性煌めく学生も多く、
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彼らから学びまた励まされたことも
多々あります。平成20年４月、衛生
学部開学40周年という節目の年を迎
えての医療科学部の誕生に合わせて
新設された臨床工学科に配置換えと
なり、４年間学科長を務めさせて頂
きましたが、皆さまのご協力を得て
なんとか無事に任務を果たせたと安
堵するとともに、しみじみ感謝して
いるところです。
臨床工学技士は、呼吸・循環・代

謝に関する生命維持管理装置や関連
医療機器の操作や保守・点検を行う
医療の専門職です。本学科では医療
系総合学園としての特色を活かし、
医療と工学に等しく重点を置いた専
門教育を実践してまいりました。さ
らに、藤田保健衛生大学病院のご協
力を賜り、経験豊かな臨床工学技士
の指導のもと、マンツーマン体制で、
充実した臨床実習を実施することが
できました。
平成23年には完成年度を迎え、皆

様方のご尽力が結実したのでしょう
か、無事に第１回生を送り出すこと
ができました。国家試験も35名中34
名が合格し、就職も本学をはじめ名
古屋大学、信州大学等の大学病院や
地域における基幹病院等に数多く決
まりました。今年度からはカリキュ
ラム改革や大学院を含めた教育指導
の改善に向けた取り組みが始まって
います。これからも、多くの課題を
背負いつつ、先生方がベクトルを合
わせて、より充実した臨床工学科の
実現に向けて頑張っていただけるも
のと期待しております。
ところで、私は退職を機に、地元

のアマチュアオーケストラに入団
し、バイオリンを弾いています。６
月に定期演奏会があり緊張の初舞台
となりました。また秋には市民音楽
祭で市民合唱団とともにモーツアル
トのレクイエムを演奏します。日頃
の練習は大変ですが、反復練習の末
に難しいフレーズがようやく弾きこ
なせるようになる達成感は格別で
す。これは学生の勉学、とくに国試
突破に向けての不断の努力に通じる
ものがあります。まさに、継続は力
なりを実感する毎日です。これから
も常にフレッシュな気持ちで、幅広
い年齢層の仲間の皆さんとともに合
奏を楽しみたいと思っています。
最後になりましたが、これまで絶

大なるご支援を賜りました同窓会の
皆様に改めて感謝の意を表するとと

もに、藤田学園が今後ますますご発
展を遂げられるよう祈念致します。

私は、昭和48年に名古屋保健衛生
大学（現藤田保健衛生大学）医学部
生化学講座の助手となって以来、医
学部の化学の教授として退職するま
での38年間、医学部で教育・研究に
携わってきました。この38年間にお
ける研究活動を振り返ってみます
と、最初の10年間余りはトリプトフ
ァン代謝の研究を主に行っていまし
たが、研究成果を論文としてまとめ、
発表するまでに至りませんでした。
しかし、その後は研究成果を論文と
して毎年発表することができるよう
になりました。38年間で発表した論
文は、欧文論文が152報と和文論文
が178報です。最初の英語の論文は
自分自身で四苦八苦しながら書きあ
げたもので、英文の校閲を受けない
でBiochemical Pharmacology（1983
年）に掲載されました。このことに
より論文を英語で書くことに自信が
つき、英語で書くことに抵抗がなく
なりました。このように論文を英語
で書くことができるようになったの
は、絶えず欧文雑誌の論文を図書館
でチェックし、必要な論文をコピー
し、読むようにしてきたことにより
ます。多くの欧文雑誌の論文を読む
ことにより、書く内容をどのように
英語で表現したらよいかが分かるよ
うになりました。研究成果を英語の
論文としてまとめ、欧文雑誌に発表
してきたことにより、多くの論文の
別擦り請求がきました（現在はほと
んどありませんが）。また、多くの
論文が欧文雑誌の論文で引用され、
欧文雑誌の編集者から論文査読の依
頼も多くきました。しかも、欧文雑
誌の編集者にとの依頼も受けまし

た。Evidence -Based Comp le -
mentary and Alternative Medicine
(2011年のImpact Factorが4.774)の
編集者となり、現在も継続していま
す。また、Journal of Nutritional
Science and Vitaminologyと日本ビ
タミン学会誌の編集委員、国内の６
つの学会の評議員と２つの研究会の
幹事となり、現在も継続しています。
欧文雑誌の編集者をしていて感じ

ることは、研究の内容ばかりでなく、
文法的な誤りや明確に書かれていな
い箇所がなく、理解しやすい英語論
文を書くことの重要性です。現在研
究を行っている大学院生や教員の
方々は研究成果を英語の論文として
まとめ、欧文雑誌に発表し、研究活
動を活発に行ってほしいと願ってい
ます。

名古屋保健衛生大学医学部が開設
されて間もない1974年に医学部細菌
学の助手として採用されました。以
来38年間在職し、本年３月末で定年
退職しました。
当初は研究以外に、故小川　透教

授や客員教授の前野幸一郎先生の講
義に同行して学生の授業態度の監督
が仕事でした。微生物実習で初めて
学生を指導しましたが、講義にしろ
実習にしろ、教員の目を盗んで実に
うまくエスケープする人、漫画や小
説を読んでいる人がいて、感心した
り腹を立てたりの未熟な教員でし
た。後日、講義を担当するようにな
りましたが、講義後に毎回必ず質問
に来る学生がいました。講義の準備
をしながら、次はどこを質問してく
るかなと考えて念入りに勉強したも
のです。質問の予想が的中すると快
感で、今となっては懐かしい思い出
です。現在は医師としてご活躍なの
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か、研究者になっておられるかなと
勝手な想像をしています。
1998年に衛生学部（現医療科学部、

臨床検査学科）へ移り、微生物学を
担当しました。女子学生が７～８割
を占めるためか非常に真面目でし
た。実習中に一斉に顕微鏡を観察す
る姿は圧巻で感動的でした。こちら
では１～４年生まで毎年関連の科目
があり、講義や実習の時間が格段に
増えました。担任になることもあり、
学生との距離はますます近くなりま
した。４年次の卒論では毎日共に研
究することで、さらに親しくなれた
と感じます。学生時代から、教員と
いう仕事に苦手意識がありました
が、教育という仕事の良さを学生か
ら教えられたと感じています。
在職時は常に時間に追われる毎日

だったので、現在はゆったりした時
間の流れを楽しんでいます。退職前
に庶務課で失業給付の受給を勧めら
れたので、手続きのためハローワー
クへ行き、その後何度か通いました。
初めて履歴書を書きましたが中々大
変で、４年生が就職のために一生懸
命書いていたのを思い出しました。
大学の研究室での経験しかないの
で、できる仕事は限られます。数少
ない求人に応募しても見事に不採用
でした。さほど就職したかった訳で
はないが、高齢者の就職の難しさを
つくづく感じました。この不況時に、
年金を貰える高齢者が職を奪うなと
言われているように感じ、大手を振
って自分のやりたいことをやろうと
決めました。今後は旅行と読書を楽
しみ、健康維持と老い支度をするの
が義務のようです。

卒業してから、すでに半年が過ぎ
ようとしております。４年間の学生
生活を終え、期待とともに社会に巣

立って行かれたわけですが、これま
でに様々なことを経験されたことと
思います。
学生時代とは異なり、社会生活の

歯車に組み込まれることには希望も
ありますし、失望もあります。希望
を持たれている方はさらに努力を、
また、失望を感じられた方は初心を
忘れないで下さい。私たちはいつで
もあなた方を応援しております。

高校卒業とともに名古屋を離れ、
東京での生活が長くなっていた平成
15年、縁あって藤田保健衛生大学衛
生学部衛生看護学科に赴任致しまし
た。面接のために初めて藤田学園に
来訪した時のことを昨日のことのよ
うに思いだします。基礎看護学で技
術を担当する同僚の先生と技術をど
う教えていくか、将来の展望など初
対面で話し込んでしまったことは、
藤田の看護教員としての自分を自覚
した瞬間だったように思います。あ
れから９年、決して長い期間ではあ
りませんでしたが、中身はどこより
も濃い９年間でした。
基礎看護学で技術を担当し、朝は

講義開始前の30分、お昼休み、そし
て業後、学生の技術チェックは毎日
の生活の大半を占めていました。何
度もチェックを受けて、合格した時
の学生のほっとした顔、うれしそう
な顔にこちらの苦労も報われまし
た。
看護学科において最も重要となる

のが看護師、保健師の国家試験対策
です。毎年国家試験の発表日は祈る
ような気持ちで結果を待ちました。
４年生の担任をしていたときはなお
さらです。自己採点の結果からおお
よそ予想はしていても、看護師国家
試験は合格基準が一定でないため結
果が発表されるまでは気が抜けない

のです。藤田保健衛生大学医療科学
部看護学科は、伝統だけでなく、国
家試験合格率に示される実績を持つ
大学です。そのブランドを維持し、
さらに高めていくことは並大抵の努
力ではできません。藤田では教員の
結束力こそがブランドではないでし
ょうか。
平成24年３月、定年まで２年を残

して退職し、新設３年目の大学に異
動しました。今はまだ手探り状態で
す。藤田のように教員が一丸となっ
て学生を育てていく環境づくりには
時間がかかるかもしれません。それ
でも一人ひとりの教員が真摯に学生
と向き合い、ともに歩んでいければ
また一つ素晴らしい看護職を育てる
環境ができると思っています。藤田
とはライバルになりますが、ともに
切磋琢磨して、良き医療人、良き看
護職を育てていけるよう頑張りたい
と思っています。まだまだ藤田から
学びたいことがたくさんあります。
どうぞ今後ともよろしくお願い申し
上げます。

今年の卒業式は３月８日でした。
この卒業式は医療経営情報学科卒業
生にとっても教員にとっても、そし
て私自身にとっても特別なものでし
た。４年前、将来の病院・医療マネ
ジメントを担う人材を育てる学科と
して期待され医療科学部に医療経営
情報学科が新設されました。残念な
がら第１回生は30名定員のところ19
名の入学者で、定員に満たず、学科
にとっては負い目となっていまし
た。定員ということでいえば、平成
23年の完成年度でははるかにオーバ
するレベルに到達し、当学科が最も
重視していた資格・診療情報管理士
は1６名中1６名が取得、卒業研究も
無事終え、就職も17名全員が決まり、
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新設学科としてその役目は十分達成
できたと思っています。そんな中で
の卒業式でした。2000人ホールから
学科に戻って17名一人一人に卒業証
書を渡し、続いて学科長としてお祝
いの言葉を述べました。卒業生をみ
ると皆、目を真っ赤にして泣かんば
かりか、泣いていた学生もいました。
小生も感極まりつつ、最後の言葉
「いよいよ別れの時が近づいてきま
した。諸君たちと勉強できたことを
誇りに思います。社会での活躍を心
から祈念します」をやっとの思いで
結ぶことができました。
私は新学科完成の任を終え、本年

３月に退職、その後東員病院に勤務
しています。この病院は本来、精神
科の病院でありますが、今は認知症
疾患医療センターに舵を切り247床
のうち85％近くが認知症患者です。
いったんこの病気にかかると完治は
難しいですが、薬物療法、作業療法、
精神療法などにより、いわゆる主症
状である認知機能の改善が見られま
すし、幻覚・妄想、徘徊、うつなど
の周辺症状も改善します。結果的に
は軽快して在宅に戻りますが何らか
の事情で家に戻れない患者さんは病
院で治療を続けます。
私がここにきて感じたことは、今

まで医療は医師中心に回っていると
思っていましたが、勿論医師は診
断・治療という診療の中核にはいま
すが、患者さんが医療者と接する時
間は看護師、精神保健福祉士、介護
福祉士、臨床心理士、作業療法士、
理学療法士、管理栄養士、診療放射
線技師、臨床検査技師などの医療専
門職の方たちの方がはるかに多く、
その役割の大きさがよくわかりま
す。医療専門職がそれぞれの役割に
徹して仕事をすることはそれぞれの
質・技術の向上のみならず、ケアの
効率性が上がります。医療経営情報
学科ではチーム医療や連携医療の重
要性を講義していましたが、今ほど
患者さんの回復に向けた医療専門職
による協働医療の重要性を認識した
ことはありません。皆さん、藤田保
健衛生大学の卒業生としての誇りを
もってよい医療実現に向かって頑張
っていただきたいと期待します。

平成23年10月10日　藤田学園開学
記念日に詠む　「啓翁の独創一理天
高し」

約30年間もの長きに渡り、母校の
藤田保健衛生大学で看護教育に携わ
らせていただいた後、昨年４月本学
へ就任いたしました。そして２年目
の今年４月より、学部長を拝命いた
しました。
私は、藤田学園在職の折には助手

の頃より退職するまで、教務委員会
等の業務をさせていただいたお陰
で、看護教育には私なりの一貫した
信念のようなものを持っていると自
負しております。しかし、これまで
教授職範疇の管理に留まっており、
経営にかかわる管理職は始めての経
験であり、私に勤まるのか、半信半
疑で悩み躊躇していました。そのよ
うな折、高校生の時「看護一日体験」
をさせていただいたのは三重県伊勢
市にある伊勢赤十字病院（旧山田赤
十字病院）であること、また中学生
の折日本青少年赤十字クラブで活動
していたことを思い起こしていまし
た。さらにご縁があり、昨年度日本
赤十字社の関係機関である日本赤十
字学園の６大学のひとつである本学
に着任したことを振り替えっており
ました。そこで、気づいたことは、
人にはこれらの縁というか「輪廻」
というものでしょうか、このような
人間や社会の関係性のもとに活かさ
れているのではないかと思うことで
した。その時には、もはやその躊躇
は消え去っており、学部長を拝命い
たしました。
学部長就任後早７ヶ月、いろいろ

なことがありましたが、何とか無事
半年を乗り切ることができました。
これもひとえに、本学教職員皆様

のご協力とご支援の賜物と深く感謝
しております。
今後は、母校で培った看護教育の

根幹をなすものを礎として、この責
務を全うできるように邁進する所存
です。特に、看護の根幹にもつなが
る「人間を救うのは人間だ！」とい
う「赤十字」の精神に根付いた本学
のディプロマポリシーをもった看護
学生を育んでいきたいと思います。
今後ともどうぞよろしくお願い申

し上げます。

私は昭和60年に、当時の藤田学園
保健衛生大学 衛生学部 衛生技術学
科（14回生）を卒業しました。その
後大学病院臨床検査研究部で約５年
間、さらに医学部生理学教室で助手、
講師として21年４ヶ月間、さらに学
生時代を合わると30年以上の期間を
藤田学園でお世話になりました。そ
して平成24年４月、石川県白山市に
あります金城学園 金城大学 医療健
康学部に教授として着任いたしまし
た。
今年50歳になった私にとって、人

生の半分以上を藤田学園で過ごした
ことになります。この大学を去るこ
とは断腸の思いでしたが、50歳とい
う節目の年に新たな環境に挑戦する
決心で、単身石川県にやってきまし
た。金城大学は社会福祉学部、医療
健康学部からなり、同じキャンパス
内には短期大学が併設されていま
す。私の着任した医療健康学部は平
成19年に開設され、理学療法学科と
作業療法学科（平成25年開設予定）
の２学科からなる新しい学部です。
北陸地方では、理学療法士、作業療
法士を養成するための大学は少な
く、地域の要望に応えるべく官学共
同で開設されました。金城大学では
生理学の講義・実習および解剖学実
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このたび、公益社団法人日本看護
協会通常総会（平成24年６月５日）
において、日本看護協会長賞を受賞
しました。35年余協会員として活動
してきた結果、このような栄誉を受
けられたことを大変うれしく思うと
ともに、支援してくださった先輩諸
姉、一緒に仕事をしてきた看護職の
同胞の皆様方に感謝いたします。
卒業後、藤田保健衛生大学病院

呼吸器・膠原病内科、救命救急セン
ターの看護師を経験したのち、昭和
58年に母校である南愛知高等看護学
院（現藤田保健衛生大学看護専門学
校）に実習指導者として異動、専任
教員、実習調整者、教務主任と役割
を拝命し19年間在職しました。この
間の社会状況及び医療環境の変化は
著しく、より高度の知識・技術が求
められるようになりました。社会の
要請に応える看護師を育成するた
め、看護専門学校は二年課程から三
年課程に課程変更、学校法人藤田学
園の祖である准看護学校はその役割
を全うしたとして、平成11年３月38
年の歴史に幕を下ろし、平成14年３
月には二年課程を閉校しました。20
年ぶりに復帰した臨床現場では、看
護教育科長として継続教育に関わり

ました。この間に、愛知県看護協会
の広報委員、30周年記念誌委員、研
修の非常勤講師などを担当させてい
ただきました。
平成18年、愛知県看護協会に就職

し、認定看護管理者教育課程を担当
することになりました。当時、ファ
ーストレベル・セカンドレベルを開
講していましたが、「看護管理者の
質が上がれば看護の質が上がる」と
いうことでサードレベル教育課程を
開講することになりその準備から始
めました。平成21年にサードレベル
教育課程を開講し、今年４回生が修
了しました。サードレベル教育課程
を修了することにより、日本看護協
会が認定する認定看護管理者を受験
することができます。愛知県の認定
看護管理者は、現在103名となりま
した。これからも看護管理者に求め
られるマネジメント能力の育成に向
けて、邁進していきたいと思います。

さる平成24年６月に日本看護協会
通常総会が千葉の幕張メッセで開催
されました。みなさまご存じのこと
と思いますが、日本看護協会は会員
数65万人超の日本最大の職能団体で
す。その総会の席におきまして、日

本看護協会長表彰をいただきまし
た。県の看護協会事業に貢献したこ
とが受賞理由でありますが、自身と
しては表彰に値するような活動をし
たとは考えてもおりませんので、お
話をいただいた時は大変ビックリい
たしました。
私は、衛生看護学科卒業後、第一

教育病院に就職し看護師として勤務
して参りました。昨年４月に法人本
部への異動を命ぜられ、10月より経
営管理部において病院収益向上のた
めの施策を考える業務等を中心に学
園経営の健全化を図る役割の一端を
担っています。
私が看護協会の役割を引き受けさ

せていただくようになったのは、当
時の玉利玲子看護部長より、愛知県
看護協会が主催する認定看護管理者
研修ファーストレベルで講師をしな
いかと勧められたのが最初でした。
当時私は、看護部内で看護システム
に関する業務を担当しておりました
ので、その経験を活かして看護師の
情報管理について講義するようにと
の内容でした。それから10年ほど講
師を続けさせていただき、これがき
っかけでその後に地区支部長等の大
役を引き受けることとなり、4年間
協会の役員をさせていただきまし
た。
昨年発生しました東日本大震災で

は、日本看護協会、愛知県看護協会
からの要請を受け、藤田保健衛生大
学病院からも多くの看護師が災害支
援ナースとして参加しました。積極
的な当院看護師の姿勢に協会役員の
皆さんが敬服されていたのを記憶し
ていますが、その際に看護副部長と
して県看護協会との連絡窓口を務め
たことも県協会の印象に残り、今回
の受賞につながったのではないかと
思っています。

習など、低学年での基礎医学教育を
主に担当しています。これまで藤田
学園では医学部に籍を置いていまし
たが、リハビリテーション学科の前
身である藤田保健衛生大学リハビリ
テーション専門学校において、生理
学の講義・実習さらに生物学の講義
を担当しておりましたので、リハビ
リテーション教育に携わることは２
度目に成ります。
金城大学で求められることは、優

秀な理学療法士、作業療法士を育成
することはもちろんですが、まずは

国家試験の合格率を100％に限りな
く近づけることだと思っています。
藤田保健衛生大学では、毎年ほぼ

100％の国家試験合格率を維持して
いますが、それがどれほど難しいこ
となのか、どれほど大変なことなの
か、金城大学に来て学生と接し再認
識しております。また、金城大学は
附属病院を持っておりませんので、
臨床実習等に北海道から九州まで全
国の病院へ学生が出向いておりま
す。おそらく、藤田学園出身の先生
方にも、金城大学の学生がお世話に

なる機会があるかと思います。その
際にはご指導のほう、どうぞよろし
くお願いいたします。
今、外に出た人間として藤田学園

を振り返ってみますと、いろんな意
味で藤田学園の大きさを改めて認識
しています。私自身、藤田学園で得
た知識と経験を生かし、金城大学が
少しでも藤田保健衛生大学に近づけ
るよう貢献したいと思っています。
それが母校に対する恩返しになると
信じて・・・。
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今回の受賞は、多くの看護部の職
員の方に支えていただいた結果であ
ると感謝し、また私にそのような役
割を与えていただいた上司に感謝い
たしております。
私が仕事を行う上で、常に心がけ

ておりますのは、自分に与えられた
職責を精一杯全うしようと言う思い
です。看護師として長く就業し、白
衣を着ない生活に不安が多くありま
したが、今はその生活にも慣れてき
ました。今まで以上に自身を叱咤激
励し、いただいた表彰の名に恥じぬ
ようまた卒業生として少しでも学園
発展に寄与できますように今後も頑
張らなければと考えております。

2009年９月より２年間、ＪＩＣＡ
青年海外協力隊としてパラオ共和国
で活動いたしました。パラオ共和国
は太平洋のミクロネシア地域の200
の島々からなる国で人口は約２万
人、小さな小さな島国です。主食は
タロイモと魚、パラオは世界で一番
の親日国家だと言われ、第二次世界
大戦中の日本の統治時代の影響から
言語（医者のことをsenseiと言った
り、包帯（ho u t a i）、痛み止め
（itamidome）などパラオ語としてそ
のまま使用されています）や風習な
ど今でも日本の文化が根強く残りま
す。パラオ国内に病院は一つしかな
く唯一のパラオ国立病院で臨床検査
技師として活動いたしました。パラ
オの国家予算は半分以上が他国から
の資金援助で成り立っています。検
査室内の検査機器も日本やアメリカ
から譲り受けた中古の医療機器です
が、適切なトレーニングを受けてい
ない同僚達は機器の操作が解らず、
使われていない医療機器がたくさん
ありました。パラオの温暖な気候の
せいでしょうか、パラオ人はなるよ
うになるさ、とてものんびりしてい

ます。異なる文化、言語で悪戦苦闘
しながらも同僚達と協力し過ごした
２年間はとても有意義で、また、日
本の豊かさを再度認識することがで
きました。
現在は、シンガポールの日系病院

で臨床検査技師として勤務いたして
おります。同僚は、シンガポール人
とマレーシア人。パラオ人とは対照
的に皆仕事が早くせっかちです。超
近代国家のシンガポールは日本より
も都会的ではありますが、近隣諸国
はインドネシア、タイ、インド、な
ど途上国に囲まれていますので、寄
生虫卵に遭遇することもしばしばあ
ります。
日本、パラオ、シンガポールと３

カ国目の臨床検査室での勤務です
が、求められるものは世界中どこへ
行っても同じだという事をとても実
感しています。迅速で正確な検査結
果の報告、患者様との良好なコミュ
ニケーションを常に意識し、日本で
培った精度管理業務の技術、パラオ
で培ったチャレンジ精神を元に、今
後も日々知識の向上に努めたいと思
います。

同窓会奨学金担当の先生方へ

御無沙汰しております。卒業生の
板倉千絵子（旧姓：岸）です。
連絡が遅くなりましたが、おかげ

様で本年度も、東京医科歯科大学医
歯学総合研究科細胞生理学分野の特
任助教として勤めさせていただいて
おります。そのため、大学時にお借
り致しました藤田学園同窓会奨学金
返済を引き続き行わせていただきま
す。
近況報告ですが、主人の仕事の都

合で８月からオリンピックの開催さ
れる英国のケンブリッジにあるＭＲ

Ｃ laboratoryという研究所に、主人
と一緒に留学し、数年間研究して参
ります。しかし、藤田学園同窓会奨
学金返済銀行口座はそのまま使える
ので、返済終了まで、返済は続けま
す。イギリスでの住所や、メールア
ドレスの連絡先が決まり次第ご連絡
いたします。
結婚、論文執筆、留学に追われ、

学園新聞の執筆がますます先伸ばし
になり、大変恐縮です。申し訳あり
ません。留学中の時間のある時等み
はからい、お世話になった同窓会の
方々へ近況報告、メッセージを送ろ
うと思っております。
今後ともどうかよろしくお願い申

し上げます。
丸田先生
こんなつたない文章でお許しいた

だけるのでしたら、お世話になりま
した学園の先生方、同窓会の皆様、
同級生にお伝えする意味で、名前入
りでかまいません。
できれば、先日の私達の論文が発

表されたＪＢＣ論文の“2011 Ｂest
ofＪＢＣ”に選ばれたことと兼ねて、
文章にしてお伝えしたいところです
が、現在はとうてい時間がとれず当
分無理そうですので、このようなメ
ールでのご報告でお許しいただける
のでしたら是非宜しくお願いいたし
ます。
この“2011 Ｂest of ＪＢＣ”とい

うのは、下のアドレスにありますが、
これは、2011年の１年間に4,000以上
の投稿論文中から20報だけ選ばれる
とても名誉ある賞です。
http://www.jbc.org/site/bestofthey
ear/index.xhtml
このアドレスの下から３番目の論文
が私たちの論文で、これはファース
トオーサーとセカンドオーサーはイ
コールです。また、この論文の表紙
は私の電子顕微鏡写真で飾られまし
た、とても思い出深い論文です。
本当にこのような名誉ある賞がい

ただけたのも、大学時代父を亡くし
た時に奨学金を貸してくださいまし
た皆様のおかげです。これがなけれ
ば現在の私はないと、皆様に感謝し
ております。
皆様にど

うぞよろし
くお伝えく
ださい。
板倉千絵子
（旧姓：岸）
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て

Japan Green
Hospital 臨床検査科
（短期大学 衛生技術科 34回生）

臼井真知子
名誉ある
“2011 Best of JBC”
を受賞
東京医科歯科大学
医歯学 総合研究科
細胞生理学分野
特任助教

板倉千絵子

（衛生学部 衛生技術学科
29回生）

～同窓会への2通のメールより～
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学会を
開催して 日本気管食道科学会事務局長

耳鼻咽喉科学教室 教授
（医学部 医学科 2回生） 櫻井　一生

第63回
日本気管食道科学会を
開催して

第7回
日本臨床検査学教育学会学術大会を
開催して

平成24年８月22（水）～24日（金）
に、名古屋国際会議場において、第
７回日本臨床検査学教育学会学術大
会を開催しました。本大会は日本臨
床検査学教育協議会の主催で、会員
は全国77の臨床検査技師を養成する
教育施設の教員により構成されてい
ます。教員の資質向上、会員相互の
情報交換、交流の場として、毎年過
去37回実施されてきた夏季研修会を
学会として発展させたものです。
第７回大会は、私が大会長を仰せ

つかり、藤田保健衛生大学が中心と
なって名古屋近辺の名古屋大学や信
州大学などの養成校とともに、中部
地区で初めて開催した大会です。ま
た、本大会には毎回文部科学省と厚
生労働省の後援がありますが、今回
は多くの卒業生が所属する日本臨床
衛生検査技師会（日臨技）からも参
加して頂きました。
大会運営は、本学臨床検査学科が

4年制大学として日本で２番目に設
立され4,800名を越える多くの卒業生
を輩出してきた実績の下、そのプラ
イドをもって、教員と学生が一緒に

なって担当しました。特別講演には
本学学長・黒澤良和先生をお迎えし
て「感染症と癌に対して抗体を如何
に役立たせるか」との演題名でご講
演をして頂きました。また、ご承知
のように最近は「臨地実習」と称す
る科目が卒業必須単位として卒前・
卒後教育の橋渡し的な大変重要で教
育効果の高い科目となっています。
そこで今大会では、特別企画とし

てパネルディスカッション「臨地実
習指導者による臨床検査技師教育の
検証」を、日臨技会員から４名（う
ち３名は本学卒業生）のパネリスト
をお迎えして行いました。
本学が担当する責任上、当初は正

直不安もありましたが、蓋を開けて
みるとお陰さまで参加者数、申込演
題数ともに想定をはるかに越えて例
年の１.５倍にも及び、活発な議論が
展開されました。準備したメイン会
場では参加者が一杯になってしま
い、やむを得ず音声と画像を第２・
第３会場とネットで結んで参加して
もらう程でした。
参加者の中には、全国の教育機関

で教鞭をと
っている本
学出身者も
多く、大会
には本学学
生も参加し
ていたこと
から、会期
中に藤田学
園同窓会交
流会も開催するなど楽しい時を過ご
しました。
こうして本大会が盛会裡のうちに

無事閉会することができましたの
も、長い本学の歴史を紡ぎ実社会で
頑張って下さっている多くの卒業生
のお力に因るものと改めて感じざる
を得ません。同窓会からも多大なご
支援も賜り、心からお礼申し上げま
す。本大会は今後も全国各地で開催
されますので、その折には会場で卒
業生の皆様方とお会いできればうれ
しい限りでございます。
以上簡単ではありますが、関係各

位の皆様方にご報告とお礼を申し上
げます。

大会長
医療科学部 臨床検査学科長
（短期大学 衛生技術科 3回生）

寺平　良治

日本気管食道科学会は耳鼻咽喉
科、食道外科、呼吸器外科、消化器
内科、放射線科など多くの診療科の
医師が集まり、気管食道疾患の基礎
的研究や診断・治療などの臨床的問
題、最新の知見などの研究発表を行
う学際的な学会です。藤田保健衛生
大学耳鼻咽喉科学教室では、平成７
年に故岩田重信教授が第47回の本学
会を担当されておりますが、昨年の
11月10日、11日の２日間、内藤健晴
教授が学会長として第63回日本気管
食道科学会総会ならびに学術講演会
を名古屋東急ホテルにて開催いたし
ました。開催に当たり藤田学園同窓
会から多大なご協力、ご支援をいた
だきありがとうございました。おか
げをもちまして無事学会を終了する
ことができましたので学会の概要を
ご紹介致します。

一般演題は212題と多数の登録が
あり、５会場にて全演題口演形式で
発表を行い、熱心な討論がされまし
た。参加者総数は1,014名を数え、多
くの会場で立見が出るほどの活発な
学会となりました。特別企画として
は、招待講演３題、シンポジウム２
題、教育セミナー４題、ワークショ
ップ６題、ハンズオンセミナー１題
（２回開催）、ランチョンセミナー４
題を行いました。招待講演１では
「トロント大学における耳鼻咽喉
科・頭頸部外科医の教育と訓練につ
いて」というテーマでPa t r i c k
Gullane先生（トロント大・耳鼻科）
にトロント大学耳鼻咽喉科・頭頸部
外科の素晴らしいシミュレーション
システムの紹介をいただきました。
招待講演２ではJeremy Freeman

先生（マウントサイナイ病院・耳鼻

科）に「浸潤性甲状腺癌の管理につ
いて」というタイトルで、甲状腺癌
の気管浸潤の程度で選択する手術法
の紹介をいただきました。招待講演
３ではMyung-Whun Sung先生（ソ
ウル国立大学）に「先天性気道狭窄
について」ご講演いただきました。
ご援助いただいた藤田学園同窓会

の皆様に心から感謝しております。
同窓生の一人として藤田学園同窓会
がより一層発展することを祈念して
おります。

（順不同）
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臨床検査学科の学生と臨床検査技師教育施設で
活躍している諸先輩との交流会

医療科学部　臨床検査学科
准教授

（衛生学部 衛生技術科 12回生） 大橋　鉱二
平成24年８月22、23、24日に「第

７回日本臨床検査学教育学会学術大
会」が名古屋国際会議場で開かれま
した。準備段階から実務のほとんど
は本学の教員により執り行われ、過
去にないほどの参加人数と発表演題
数を記録した大会でありました。ま
た、実行委員として臨床検査学科と
大学院保健学研究科の46名の学生の
献身的な協力のお陰で、大きな問題
もなく無事に終わらせることが出来
ました。
本学の卒業生のうち、大学などの

教育機関で臨床検査技師の育成に携
わっている方々も多く、それぞれの
専門領域の学会などでは会う機会も
ありますが、この学会は全国の臨床
検査技師教育施設の教員が会員とな
る学会であり、領域を超えて臨床検
査技師育成に携わる者が一堂に集ま
ることの出来る数少ない機会でもあ
ります。また何よりも実行委員とし
て参加している本学学生にとって
は、他大学などの臨床検査技師教育
施設で活躍している諸先輩と交流で
きる絶好の機会であることから、学

会会期中に本学学生と卒業生との交
流会を企画致しました。
会は中日の８月23日に開催され、

最初に臨床検査学科教授の丸田一皓
先生の挨拶を頂き乾杯の発声の後、
用意した軽食と飲み物で歓談が始ま
りました。別会場ではまだ学会プロ
グラムが実施されている中で行った
ために参加者は入れ代わり立ち代わ
りとなりましたが、久しぶりに再会
する同窓生同士は話が尽きることも
なく各所で談笑が入り混じり盛会と
なりました。
特に本学学生にとって外部で活躍

されている卒業生とはほとんど面識
がないため、お互いの親交を深める
きっかけとして学生に向けての自己
紹介とアドバイスを外部施設の先生
方お一人ずつから頂きました。京都
大学大学院教授の斉藤邦明先生を最
初に神戸常磐大学教授の坂本秀生先
生、岐阜医療科学大学教授の高崎昭
彦先生などから順次お話を頂きまし
た。「自分のやりたいことを一生懸
命にやる。結果は自然についてく
る。」「離れて分かったことは、藤田

保健衛生大学がいかに恵まれた環境
にあったかということ。誇りに思っ
てがんばってほしい。」「これだけ大
きな学会がスムーズに進んでいるの
は学生さんを含めた藤田保健衛生大
学の結束力によるもの。」などの生
の声は学生の心にきっと響いたこと
と思います。また学会には外部の大
学院修士課程に進学した卒業生も発
表のために何人か参加しており、彼
らが行っている研究内容の紹介や就
職内定先の報告などを聞くことが出
来ました。将来の事を考える良い刺
激となったと思います。自己紹介が
済んだ後も長い間歓談が続き、本学
学生と卒業生との交流は確実に深ま
ったことを感じました。
同窓会からの援助が無ければ、こ

のような盛会にはならなかったと思
います。深く感謝申し上げます。

このたび、平成24年９月８日に
「看護職とジェンダー　─男性看護
職と女性看護職のさらなる協働のた
めに─」をテーマに第14回日本看護
医療学会学術集会を椙山女学園大学
看護学部棟で開催致しました。椙山
女学園大学看護学部は平成22年４月
に開部し、本学部の看護教員として
は、全国レベルの学術集会大会長を
初めて務めることになりました。
看護師は2002年３月より看護婦・

看護士から名称変更され、2006年に
名称独占されました。それまで、同

じ仕事をしながら、女性は看護婦、
男性は看護士と性別で名称を区分し
ていた数少ない国家資格でした。
1980年頃当時、全国の看護系専門

学校では、看護士は精神科勤務を前
提としたカリキュラム（母性看護学
実習などがない）でした。看護系大
学が少ない時代に、既に名古屋保健
衛生大学（現藤田保健衛生大学）で
は、看護婦（士）課程を男女同一の
カリキュラムという極めて稀な大学
でした。今カリキュラムを作る立場
になり、改めて故藤田啓介総長の信
長的類稀な先進性に驚かされます。
しかしながら、看護士の雇用は、当
時極めて厳しく、1990年頃でも愛知
県内のある有名総合病院では看護士
を雇用しておりませんでした。1989
年指定規則の変更により、男女同一
カリキュラムになり、1994年によう
やく保健士が誕生しました。もちろ
ん、看護系大学を卒業した男性は
1994年に保健士が誕生するまで、行
政への雇用はありませんでした。
現在看護系大学に入学する男子学

生は約10％程度を占め、総合病院の
就職応募に女性看護師を指定するこ
とはなく、男性の看護部長や保健師

が活躍する時代になっております。
パネリストとしてお迎えした片岡笑
美子先生（名古屋第二赤十字病院看
護部長・副院長）、毛利隆先生（岐
阜県総合医療センター看護師長・名
古屋保健衛生大学衛生学部衛生看護
学科第10回生）、徳井秀昭先生（尾
張旭市健康福祉部健康課）より、男
性看護師・保健師の処遇や業務内容
等の現状が報告されました。出口睦
雄先生（愛知きわみ看護短期大学講
師）より女性看護師と男性看護師の
満足度などを調査した研究報告があ
りました。男性看護師と女性看護師
および男性保健師と女性保健師の新
しい協働を活発に議論が行われまし
た。また、ジェンダー研究の藤原直
子先生（椙山女学園大学教授）より、
保育の現状から看護への提言をいた
だき、参加者より大きな好評を得ら
れておりました。
本学術集会には、臨床看護師、看

護教員、看護学生などが多数参加し、
盛会に無事閉会することができまし
た。藤田学園同窓会より補助金を賜
り厚く御礼申し上げます。また、藤
田学園同窓会の益々のご発展を心か
らお祈り申し上げます。

第
14
回
日
本
看
護
医
療
学
会

学
術
集
会
を
開
催
し
て

大会長
椙山女学園大学 看護学部
看護学科 成人・老年看護学 教授
（衛生学部 衛生看護学科 10回生）

柴山　健三



19

街の木々が黄色に染まり所々に朱がさす秋の平成23
年11月５日（土）、同級の藤井直子さんが坂種病院放射
線科の教授に就任されましたので、祝賀会兼
クラス会を開催しました。
４回生にとって卒後30年で初めてのクラス

会。
懐かしさも余ってか北は山形、南は宮崎か

ら60名の仲間が集まってくれました。皆外観
は経年変化（劣化？）しましたが、貫禄や風
格がついて地区の医師会長や各種委員を務め
る者等々色々でした。
しかし、声は全く変わりなく会場は久しぶ

りの邂逅に固い握手やハイタッチ、ハグで一
杯でした。そして乾杯の後は学生時代に戻っ
て昔話や近況に花が咲き、腹筋が痙攣する程
笑いました。
そんな楽しい時間はアッと言う間に終わり

殆どの仲間は別れ難く２次会になだれ込み、
夜深くまでお酒の酔いと共に長い長い空白を
埋めるひと時を過ごし、４次会まで街に繰り

同窓会
報告

藤井直子教授就任祝賀会
＆医学部4回生クラス会

全国から60名の

仲間が集合!!
（順不同）

平成24年３月10日、名古屋市に於いて、衛生技術学
科24回生同窓会を開催しました。経緯は、卒後20周年
を３年後に控えていることから、その前哨戦的な位置
づけとして急遽開催に至りました。急な話にも関わら
ず、長村洋一先生、丸田一皓先生にご参加頂き、
38名の同級生が懐かしい顔を合わせることがで
きました。
私は、事務局として多くの同級生の協力を得

ながら情報収集をはじめとする事務仕事をさせ
て頂きました。一部では “悪徳商法？”と疑
われたこともあったようですが、大変嬉しい事
もありました。皆がアラフォー（around 40）
という名の“荒野”を、多事多端、波瀾万
丈・・・に百人百様、元気に突っ走っているこ
とを改めて認識することが出来た事です。私に
とって皆の突っ走りぶりには、肝っ玉を“ビビ
ッ”と響かせる力があり、激動のアラフォーを
乗り切る勇気、元気を与え、さらに今後の人生
において強烈な刺激になったことは間違いあり
ません。その証拠に私は開催から半年経った今

衛生技術学科
24回生同窓会

3年後の卒後20周年の
再会を誓う!!

でもこれらの刺激が大きな励みになっています。
平成27年にはいよいよ卒後20周年を迎えます。その

折には同窓会を必ず開催します。沢山の方々にご参加
頂きこの感激を是非とも共感して頂きたいと切に願っ
ております。
皆さん３年後に元気でお会いしましょう。私も皆に

負けない様に自己研磨しつつ“荒野”を突っ走ります。
"smile and be happy！"

（文責　松田親史）

出したり、徹夜麻雀に向かう者もいました。
今現在それぞれが各地域で色々な医師や人と交わり、

各々の環境を生きていますが、やはり学生時代の同期
は藤田OB&OGの同根で心許せる一番良い仲間です。
同窓会の皆様もクラス会を開催されると記録に残る、

そして記憶に残る青春時代を再確認出来、翌日からの
仕事の活力になる事請け合いです。
最後に開催の切っ掛けを作って頂いた藤井教授の御

活躍を祈り、遠方から集ってくれた仲間にただ感謝の
一言を捧げます。
追記 この会を計画した直後、東日本大震災が発生し
たので会場で募金箱を回し、福島原発近くで産婦人科
を開業している同級の市川君に託しました。

（世話人：金森、安保、加古、志水）
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藤田保健衛生大学　看護専門学校
3年課程第1回生

卒業後10周年記念同窓会
去る６月23日（土）、名古屋ガーデンパレスホテルに

て藤田保健衛生大学看護専門学校（平成15年３月卒業）
3年課程１回生の卒後10周年記念同窓会を開催いたしま
した。案内状を送り、なかなか出席者からの返信が来
ず、正直、参加者が集まってくれるかどうかやきもき
しておりましたが、卒業生・教職員合わせて54名の参
加となり賑やかな同窓会となりました。
受付を済ませ、懐かしい顔に会えるやいな

や、いろんなところで近況報告や思い出話に
花が咲いていました。学生時代の面影はある
のですが、雰囲気も変わっていて受付では
「変ったね～」「変わらないね～」という声が
聞こえてきました。
開催の挨拶後は学生生活を振り返り、ＤＶ

Ｄで思い出のワンシーンを上映。入学式から
始まり、オリエンテーション、病院実習、授
業風景、卒業式までの写真のワンカットごと
に笑いや歓声が興っていました。その後はビ
ュッフェ形式での会食。それぞれが食事をし
ながら、思い出話やお互いの近況などを話し
ました。そして、教職員への花束贈呈。先生
方の近況報告もしていただきました。
ビンゴゲームでは、景品をもらう際に一人

一人近況報告をしてもらいました。卒業して

次回15周年には卒業生

100％の出席めざす!?
早10年、仕事を続けステップアップを図り専門看護
師・認定看護師を取得や目指している人や子育て真っ
最中の人、家庭と育児と仕事の三足のわらじをはき頑
張っている人など、それぞれの10年という年月を感じ
させました。入学時は看護師という目標に向かい、と
もに勉強をしてきましたが、就職し、それぞれがまた
新たな目標に向かって歩んでいることをとてもうれし
く思いました。あっという間に２時間という時間は過
ぎてしまいましたが、みんな、まだまだ話がつきない
様子でした。「また同窓会やりたいね」という言葉があ
り、幹事としてはとてもうれしい言葉を頂きました。
次回の15周年記念同窓会では今回欠席した卒業生も

参加していただき、出席率100%の同窓会を開催できる
ようにしたいと願っております。

文責　水谷（旧姓 村上）

医学部５回生の卒後30周年記念同窓会を平成24年３
月24日、25日の二日間、岐阜市長良川温泉「十八楼」
で行った。年度末の多忙な土曜午後の集合に
も拘わらず、遠方は埼玉県から来てくれた同
窓生夫婦や、午前の診療終了後直ちに自家用
車で駆けつけてくれた人もいた。立派な体形
になったり、頭髪が薄くなったり、スリムな
美女になって誰だかわからない人もいて、ロ
ビーでウエルカムドリンクを飲みながら皆の
到着を待つ間にすでに会は盛り上がった。
宿の近隣は古い商家が並んでいて、皆揃っ

たところでボランティアの案内で散策観光し
た。18時開始の総会には34名が出席し、最初
に物故者へ黙とうを捧げた後、慶弔費や今後
の会の運営、連絡手段、役員の選出、次回の
開催場所・担当幹事等について協議した。記

34名が全国から

長良川に集合!!

医学部5回生
卒後30周年記念同窓会

念撮影の後、還暦を迎えた年長者の乾杯の発声で懇親
会が始まった。各人が近況を報告したり、岐阜の舞妓
さんと幇間（ほうかん）を交えてお座敷芸をも堪能し
た。二次会は20名が柳ケ瀬のバーに集結し学生に戻っ
たように盛り上がった。23名が宿泊し、翌日のツアー
は雪が舞う中、金華山ロープウエイ登山・岐阜城・岐
阜大仏と観光および陶器創作体験を行った。今後も日
本全国に会場を移して２～４年に１回会えるのが楽し
みである。次回は京都で会いましょう。

（文責　高木寛治）
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衛生学部 衛生技術学科
10回生　同窓会

医療科学部　臨床検査学科
秋山秀彦

平成24年６月30日、卒業後32年、
４回目の同窓会を名古屋栄、東急ホ
テルで開催しました。遠くは沖縄か
らも２名の参加があり、総勢41名の
なつかしい顔が揃いました。日頃の
仕事、管理職の悩み、孫の自慢など
話は尽きることはありませんでし

た。また、就職の件についても、何件か依頼されまし
た。同じ大学で学んだ学友は、人生の宝物です。同級
生のなつかしい姿を見て、元気をもらいました。次は、
４年後の開催予定です。計画通りであれば、新しくな
った新棟にみんなを呼んで、大いに自慢できればと今
から楽しみです。どうか皆さんも、同窓会を開催し、
藤田学園卒業生の絆を深めて下さい。

衛生学部 衛生技術学科
17回生 卒後25周年

記念同窓会

日時：平成24年９月８日
場所：名古屋ガーデンパレス　2階（鼓）
参加者：35名

平成24年９月８日（土）、名古屋ガーデンパレスで衛
生学部 衛生技術学科 第17回生 卒後25周年記念同窓会を
開催しました。
これまで、卒後10年、20年と同窓会を開いてきまし

た。今回は25周年・四半世紀を記念しての会です。全
国各地より35名の卒業生が集いました。
若くしてご逝去された３人の同級生（浅田

宏胤君、石原理恵さん、川崎卓夫君）を偲び
つつ、幹事代表の挨拶、柴田智生君の乾杯の
音頭で開会しました。中には今回が初めての
同窓会参加という参加者もおり25年ぶりの再
会を喜びました。体重がおよそ二倍になった
人、頭の上がすっかり寂しくなってしまった
人など外見はすっかり変わってしまった人が
多い中、25年前とほとんど変わっておらず羨
望の眼差しで見られていた人もいました。話
しが始まると、学生時代に“タイムスリップ”
です。「今」を忘れて学生時代にに戻り、楽
しかった思い出や辛かった時の話、あんな事、
こんな事・・・いろいろな話に花が咲きまし
た。
会の半ば過ぎから一人づつ近況報告を行い

ました。検査室でバリバリ働いている者、全く別の分
野に行ってしまったけどそこで頑張っている彼、育児
と仕事をしっかり両立しているスーパーお母さん、専
業主婦など卒業後に歩んできた道はいろいろですが、
それぞれの職場・家庭での活躍ぶりを聞くことができ
ました。
母校と旧友を思いやり、同窓会に出席できる幸せを

実感しつつ、次回、５年後の卒後30周年記念同窓会に
元気で出席できるよう祈念し、閉会しました。

文責　堀場・平松（木全）

35名の同窓生が

学生時代に“タイムスリップ”

人生の宝物“学友”

と卒後4回目!!



22

今回の学園祭はFUJITA FESTIVAL 2012 ～ひとつになろう藤田の輪～
をテーマに藤田学園の学生が一丸となり、日ごろ学生生活で学んだことを
生かし、病院の患者様や地域の方々など様々な方に楽しんでいただけるこ
とを目標に、日々準備をしてきました。
当日は天候にも恵まれ、最高のコンディションで学園祭を迎えることが

できました。今年は例年とは違ったイベントも企画いたしましたが、来場
された皆様や先生方の協力もあり、どのイベントも大成功を収めることが
できました。
私たち学園祭実行委員会一同はこの学園祭を成功させるために、約７ヶ

月の間じっくりと準備を進めてまいりました。初めはお互いの意見が合わ
なかったり、スケジュールの調整が難しかったこともありましたが、学園
祭をより良いものにしたいという共通の目的のために、最終的には皆がひ
とつになり活動することができました。
私自身、実行委員長を務めることで、様々な体験をし、多くのことを学

ぶことができました。特に、周囲の仲間と協力して物事を進めることの大
切さを実感いたしました。同じ目標に向かって仲間と協力するという経験
は将来医療人となった際にも生きるものと思います。
最後になりましたが、実行委員会を代表して、守衛室の方々、施設課の

方々、指導をしていただいた先生方、学園関係の方々、スタッフの学生さ
ん、そしてご来場いただいた方々にこの場をお借りして厚く御礼申し上げ
ます。本当にありがとうございました。

学園祭実行委員長　
医学部３年 宮国　博也

球技大会　バスケットボールクラブ対抗戦

少林寺拳法模範演技

茶
道
部
実
演
会

ひとつになろう

藤 田 の 輪
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「いこいの広場コンサート」は平
成24年１月21日で第94回を迎え、平
成23年度の全活動を終了した。例年
通り夏休みと春休みを除き、毎月第
３土曜日を中心に月１度のコンサー
トを開いてきた。
いこいの広場コンサートは１回の

コンサートに２団体が出演する。今
季特筆すべきことは、全９回のうち
６回のコンサートに学内の７団体が
出演したことである。
①オーケストラのフジタ・ヘルス・
ユニバーシティー・フィルハーモニ
カーは毎年出演している。バレエ音
楽「くるみ割り人形」より“花のワ
ルツ”をはじめ「川の流れのように」
「上を向いて歩こう」まで、よく知
られている曲を演奏し観客を楽しま
せてくれた。
②学内のもう一つの楽器の演奏団体
「Twilight Stars joint with
Wannabies」はビッグバンドジャズ
のグループ。部員も多く、延べ50名

ほどがステージに登場し、全員合奏
は圧倒的な迫力がある。毎年ビッグ
バンドや大編成の吹奏楽を取り入れ
ているが、これらは大変人気が高い。
③混声合唱団「コール・フロッシュ
ライン」も毎年出演してくれている。
本年はとくに素晴らしかった。
④「見てのお楽しみ」の不思議で楽
しい２名のマジックは、お客様から
拍手喝采であった。
⑤「第87回」には、ＮＩＣＵ親の会
リトルエンジェルが親子で出演し、
「おもちゃのチャチャチャ」「幸せな
ら手をたたこう」「世界に一つだけ
の花」を演奏し、未熟で生まれた子
供たちが、元気に成長している姿を
わたしたちに見せてくれた。
⑥「第93回」には、藤田学園学生と
教職員と共にということで、学生さ
んから教授・職員・患者さんまで、
学内の多くの人たちが出演してくれ
た。
＊アセンブリフォークギター＆フ

ォークソング班は毎年出演してい
る。班活動で覚えた「空も飛べるは
ず」を演奏。
＊藤田看護師バンドはＪ-ＰＯＰ

の「いつかのメリークリスマス」
「３月９日」を、ギター・ボーカ
ル・ベース・ピアノ・ドラムの５人
で熱演。
＊オーボエとピアノのデュオは

「アヴェ・マリア」「Ｇ線上のアリア」
を演奏、美しいメロディーで聴きほ
れた。
＊「巨神ゴーグ」エンディングテ

ーマ“君を信じてる”は歌のソロで
熱唱、会場を沸かせた。

＊バイオリンとピアノのデュオは
「チャルダッシュ」「愛のあいさつ」
を、見事な演奏で聴かせた。藤田学
園に素晴らしい新人が登場した。
＊オールディーズというバンドは

「Stand by Me」「世界に一つだけの
花」をギター・ボーカル・ピアノ・
ベース・ドラムの５人で演奏、白熱
したステージだった。
⑦クリスマスのビンゴゲームはうま
く工夫されており、会場は大いに盛
り上がった。
外部からの出演者も、愛知県立芸

術大学の学生さんによる本格的な弦
楽四重奏をはじめ、名演だったピア
ノ連弾、選曲がよかった女声コーラ
ス、感動を呼んだ大編成の吹奏楽、
衣装と振付が素晴らしかった民謡舞
踊、元気を与えてくれたハワイアン
ダンス、話し手と人形が瓜二つで不
思議な感じを受けた腹話術、おもし
ろかった愛知教育大学学生による落
語、と多彩な内容で大いに楽しませ
てくれた。
この稿の最後に書いておきたいこ

とがある。それは「藤田学園同窓会」
と「ユリカ株式会社」が、「いこい
の広場コンサート」の開催に関して、
立ち上げの最初から一貫して年間
120,000円の補助
をし、後援を続け
ていて下さること
である。このこと
本当に感謝してい
る。ここにそのこ
とを皆様にご報告
し、感謝の意を表
する。

いこいの広場コンサート
平成23年度の活動を
振り返って

医療科学部
特任教授
（音楽療法）

松田真谷子

平成２４年１１月吉日

藤田学園同窓会　会長
近　松　 均　 様

豊明市制４０周年記念事業　第九歓喜の歌演奏会　
実行委員会 会長　中　嶋　静　夫　　

豊明市制４０周年記念事業第九歓喜の歌
講演会への協賛のお礼

この度は　私たち豊明市制４０周年記念事業第九歓喜の歌講演会の企画に協賛金のご恵与をいただき有
難うございました。
衷心よりお礼を申し上げます。
ご協賛いただきましたお志を　しっかりと受け止めて　　豊明市制４０周年を祝う催しとして　１２月

２３日の演奏会　に向けて　関係者一同　特に「藤田学園混声合唱団コール・フロッシュライン」と「豊
明市制40周年記念合唱団」は　一層練習に励み　お互いの連帯と交流のなかで精進をして　必ずや素晴ら
しい演奏会にすべく　努力をしてまいる所存でございます
貴会におかれましても　この演奏会の開催に今後とも格別のご理解とご支援を賜りますようお願い致し

ます
なお　この度のご協賛のお礼に　演奏会へご招待をさせていただきたいと存じます　わずかな枚数で恐

縮ですがお納めくださると共に
演奏会にぜひお出でいただきますようお願い申し七げます

末尾になりましたが　貴会の益々のご隆盛を心からお祈りし　お礼のご挨拶といたします

お礼状の紹介
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医療科学部部会では、藤田学園同窓会を全面的にバックアップしています。
本年度の主な活動は以下のようです。

医療科学部

藤田学園同窓会様には、日頃より藤医会活動に多大なるお力添えを頂きまして誠にありがとうございます。この場をお
借りして御礼申し上げます。
今年度、藤田学園では、デリバティブ損失も関連した大変な時期を乗り越えて、50周年記念事業の再開に至りました。

幸い、デリバティブ契約すべてが解約、それらを精算したことによる損失も計上・報告され、今後は、学内スタッフの皆
様の引き続きのご奮闘は勿論、卒業生の先生方からのご協力により、「前進あるのみ」という状況まで回復いたしました。
一方、今年の医師国家試験におきましても、新卒：98％全国８位）、全体：93.6％（全国26位）と、昨年と同様、良

好な成績でありました。これも、教育現場に携わる先生方、事務部の方々に心から感謝する次第です。
こうして嵐のような改革が落ち着きつつある今、ふと周りを見渡してみますと、果たしてこのまま突き進むだけで、本

来の藤田の姿を守ることができるのだろうかと、大きな不安を感じているのも事実であります。どうしても利益を優先し
なければならない学園経営と、医療・教育という利益だけでは評価できない、スタッフの方々の骨身を惜しまぬ、多大な
犠牲的精神、愛校精神で成り立っている現場の実情は、「病院講師」という役職が島先生のもとで出来上がった昔と変わり
ありませんし、更に大きな犠牲的精神が要求されているのかもしれません。これは、おそらく医学部だけの問題ではない
と予想いたします。そうした現場の心を重んじ、モチベーションを維持し、高め、その上で、経営理念を向上させること
が大切であることは言うまでもありません。
「我ら、弱き人々への無限の同情心もて、片時も自己に驕ることなく、医を行わん」
この言葉を決して忘れず、藤田の心を忘れず、進化していって頂きたいと念じています。
既に学園側からは、50周年記念事業の一環としての寄付金事業が再開されております。先述の理念を守るためには、卒

業生も学園に対して意見を言える立場にいなければなりません。応援団が常に見守っていることを学園に知ってもらわな
ければなりません。そして、そのためには、「寄付金」という形でその気持ちを示すのも有効な形の一つであり近道になり
ます。卒業生の方々には、既に、過去の寄付金事業においても、多額のご寄付を頂いており、感謝の気持ちに堪えません
が、新たな50周年事業の始まりの再一歩として、本紙面をお借りして、一人でも多くの卒業生の方々に寄付金事業へのご
協力を頂きますよう、再度お願い申し上げます。
藤医会では、支部の先生方に藤田学園の現状や医学部の状況をご理解頂けるように、一つでも多くの支部にご挨拶に伺

えるように準備を続けております。昨年度は、例年お世話になっております名古屋支部、愛知県藤医会、三重県北勢支部
との交流は勿論、新たに奈良県支部・佐賀県支部・岡崎支部・東三河支部を訪問させて頂きました。今年４月以降は、愛
知県藤医会、九州（宮崎）、千葉県支部、岐阜県支部総会、知多半島支部会、東名古屋支部会への参加をさせて頂きました。
どうか、他の支部の先生方におかれましても、支部会開催の折には、藤医会にお声掛けをお願いいたします。
末筆になりますが、皆様のご健康を心よりお祈りしてご挨拶・お願いに代えさせて頂きます。

医学部部会（藤医会）

同窓会各部会お知らせ

１．新卒業生、既卒者および学生名簿の管理

新卒業生の勤務先および新住所の記載入力、既卒者　

の住所や勤務先の変更など、藤田学園同窓会の名簿委

員会と協力して行っています。

同級会開催の予定がありましたら、名簿、宛名タッ

クシールなどを印刷し、提供いたします。ぜひ、お知

らせ下さい。

２．新卒業生への卒業記念品の贈呈

毎年、新卒業生に卒業を祝って印鑑付ボールペンを

贈っています。今回も、好きな字体で注文できるよう

に、工夫しました。

３．医療科学部同窓会のホームページ作成を行う事と

しました。ただいま、依頼業者を選定中です。

４．タイ国コンケン大学医療科学部と本学医療科学部

の国際交流の賛助を行いました。

５．総会の開催

平成24年10月19日（金）18時30分より豊明市内

「寿司レストゆたか」にて平成23年度の総会・懇親

会を開催しました。多数の卒業生の方々に出席して

頂きました。お礼申し上げます。
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今年度の藤田保健衛生大学短期大学部会活動としては、
10月13日13時から旧短期大学校舎（現　医療科学部８
号館）にて、短期大学同窓会総会及び懇親会を開催しま
した。総会では、12名の参加者があり、会長の瀬川善樹
氏（３回生）の挨拶の後、以下の事項が審議、承認され
ましたので報告致します。

短期大学の閉校に伴い、部会活動も以前に比べて活発
ではありませんが、来年１月にはホームページを藤田学
園同窓会の援助を受け新しくします。また、懇親会では
閉校10、20…周年記念同窓会等の企画案も出ていまし
たので、決まりましたらホームページ等で皆様にご案内
したいと考えています。その折には、多数の卒業生の
方々のご参加を、お待ちしております。

短期大学

看護専門学校部会では、藤田学園同窓会を全面的にバ
ックアップしております。主な活動は次の通りです。
新卒業生、既卒者及び学生名簿の管理を藤田学園同窓

会名簿委員会と協力して行っております。（住所変更、勤
務先変更の際は是非お知らせください。）また、藤田学園
同窓会奨学基金への資金援助や新卒業生への卒業記念品
贈呈、教育教材寄贈などです。
平成24年７月14日（土）に看護専門学校同窓会総会

を開催いたしました。次年度は、平成25年４月20日
（土）13時から、看護専門学校同窓会総会を藤田保健衛
生大学看護専門学校にて開催予定です。同窓生の参加を
お待ちしています。
三年課程では、この春に10回生の46名が卒業し、そ

のうちのほとんどが藤田学園関連の病院で勤務していま
す。そして、第13回の新入生を迎えました。
看護専門学校では、図書室の充実化が図られておりま

す。同窓生の図書の利用も歓迎しております。是非ご利
用ください。
卒業生の動向について同窓生にお知らせしたいと思い

ます。同窓会等を行われた際には、是非お知らせくださ
い。あけぼの杉に掲載したいと思います。よろしく、お
願いいたします。

看護専門学校

平成24年９月に、旧アセンブリホール跡地に低侵襲画像診断・治療センターが竣工いたしました。既に、開所してから
１ヶ月を過ぎ、大学病院の中枢として本格的に稼働しております。また、大学病院新棟建設の前段階である立体駐車場の建
設が急ピッチで進んでおります。メイン駐車場が第１駐車場から立体駐車場へ移行しますと、第１駐車場跡地でいよいよ大
学病院新棟の建設が始まることになります。また、生涯教育研修センター２号館建設の企画も少しずつではありますが、具
体的になってきております。学園の発展がますます期待されます。
さて、平成24年３月の卒業生数が602名で、同窓会員数は延べ26,571名になりました。一方で、住所不明者数の合計

は4,277名で、全会員数の16.1％です。物故者は188名です。名簿委員会としては、各学年の幹事の方々に、10年、20
年などの節目の年に当たるクラス会などの行事を利用して、同窓生名簿の調査・訂正をお願いしております。しかしながら、
一旦郵便物が届かなくなりますと、なかなか新住所が判明することがなく数年が経過することとなります。その結果、住所
不明者数が累積することとなります。もし、会報が届いていないという同窓生がお近くにいらっしゃいましたら、同窓会ホ
ームページより変更届を登録していただくようお願いいたします。
藤田学園同窓会では「株式会社サラト」に委託して名簿管理を行い、2013年８月に名簿発行を予定しております。この

「あけぼの杉」と共に、皆様の住所と勤務先の確認と名簿掲載情報の確認承諾、名簿購入･広告掲載のお願いが同封されてお
ります。必ずご確認いただき、必要事項をご記入の上で返送して下さい。関連して、名簿発刊作業のための調査の際に、個
人情報保護の観点から様々なご意見とご提案をいただいております。これらのご意見・ご提案を真摯に受け止め、会員の皆
様はもちろん、ご家族様また職場の方々に迷惑の掛かることのないよう、「藤田学園同窓会個人情報保護規程」に基づき、
細心の注意を払い、名簿管理を行いたいと存じます。懐かしい顔の見える同窓会名簿の管理と発行を目指しております。皆
様のご協力をお願いいたします。

名　簿

連絡先 : 藤田保健衛生大学看護専門学校事務局
（電話番号0562‐93‐2593、
FAX0562‐93‐9394）

〒470-1192
愛知県豊明市沓掛町田楽ヶ窪１番地98
藤田学園同窓会事務局
藤田学園同窓会名簿委員会
電話・ファックス：0562-93-5674 e-mail：dosokai@fujita-hu.ac.jp

１．平成23年度活動・会計報告
２．平成23年度会計監査報告
３．平成24年度予算
４．平成24年度新役員
５．平成25年度藤田学園同窓会理　　

事４名の再任
６．同窓会ホームページのリニュ
ーアル
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藤田学園同窓会会員の皆様には、
いかがお過ごしでしょうか。全国の
職場では、たくさんの藤田学園同窓
生がご活躍のことと存じます。とこ
ろが、年齢が離れ、さらに職種が異
なりますと、なかなか藤田学園同窓
生として知り合う機会は意外に少な
いのではないかと想像いたしており
ます。
そこで、同窓会からの提案です。

皆様の都道府県単位で、同窓会支部
を立ち上げませんか？同窓会支部活
動を通じて、世代と職場の垣根を越
えた親睦を深めることができれば、
お互いの情報交換のみならず、母校
の旧知を訪ね、新しきを知る上で、
大いに役立つのではないでしょうか。
つきましては、同窓会支部の設立

に際し、わずかばかりではあります
が支援をいたします。支部設立を計
画している幹事さんは、申込書をダ
ウンロードし、必要事項を記入し、
必要書類を添付し、同窓会宛にお申
込みください。
また、過去に設立・活動していた

が、最近は活動休止状態である支部
の再活動に際しても支援を行います
ので、同様にお申し込みください。
１．支援の内容
１）支部設立費
金100,000円を上限とし、設立時

の支部規模に応じて調整します。
２）案内状を発送するための「宛
名シール」
２．支部設立のための手続き
１）支部設立趣意書※（様式自由、

発起人５名の署名と捺印）
２）支部会則※（ご連絡いただけ

れば、簡単な会則の見本を差し上げ
ます。）
３）支部会員名簿※
４）支部懇親会等行事企画書
※ は必須
３．支部設立後に提出する書類
１）支部設立援助金領収書※
２）「あけぼの杉」への投稿記事※

（400～600字）
３）支部設立式および設立記念懇

親会などの集合写真
※ は必須
４．申込み先
〒470-1192 愛知県豊明市沓掛

町田楽ヶ窪1番地98
藤田学園同窓会　宛
Tel & Fax：0562-93-5674

藤田学園同窓会では学校法人藤田
学園キャリア支援課と連携し、本学
学生と卒業生（同窓会会員）を対象
に就職活動支援を行っております。
厳しい経済状況の中でのご採用計画
も大変ご苦労の多いことと存じます
が、何卒本学学生と卒業生のご採用
を宜しくお願い申し上げます。
１．｢求人申込書｣について
求人の申し込みは、本学所定の｢求

人申込書｣をご利用いただくか、貴施
設で作成されました｢求人票｣でも結
構ですので、ご送付頂ければ幸いで

藤田学園同窓会では、卒業後10年、
20年、25年、30年、40年、50年を迎
える同窓会の企画に対して、わずか
ばかりですが支援をいたします。同
窓会を計画している幹事さんは、申
込書を同窓会ホームページよりダウ
ンロードし、必要事項を記入し、必
要書類を添付し、同窓会宛にお申込
みください。
１．支援の内容
１）運営費として 上限100,000円

（参加人数・企画規模に応じて調整し
ます）
２）案内状を発送するための「宛

名シール」
２．申込書に添付する書類
１）周年記念同窓会企画書
①出身学校、学部、学科、専攻、

回生（卒業年）、幹事名（主、副）
②同窓会名（例：医学部○○回生

卒後10周年記念懇親会）
③開催日時、開催場所（会場名、

住所、電話番号など）
④予定参加者人数
など、同窓会の概略が分かる

ように作成してください。
３．同窓会後に提出する書類
１）「あけぼの杉」への投稿記事

（必須、400～600字）
２）周年記念同窓会の集合写真
３）周年記念同窓会の領収書コピー

４．申込み先
〒470-1192
愛知県豊明市沓掛町田楽ヶ窪１番

地98
藤田学園同窓会　宛
Tel & Fax：0562-93-5674

藤田学園同窓会
E-mail：dosokai@fujita-hu.ac.jp
電　話　 0562-93-5674（直通）
FAX番号 0562-93-5674

学校法人藤田学園 キャリア支援課
E-mail：shushoku@fujita-hu.ac.jp
電　話　 0562-93-2514

・9480（直通）
FAX番号 0562-93-7211

ご採用のお願い

同窓会幹事の皆さんへ
周年記念同窓会を応援
します！

同窓会会員の皆様へ
都道府県支部を設立
しませんか！

受付時間 月～金曜日
午前８時45分～午後５時

土 曜 日 午前８時45分～12時30分
休 業 日 日曜・祝祭日・学園指定

の休日（６月11日、10月
10日）

冬季休業日（12月29日～１月３日）
※キャリア支援課は医療科学部
8号館　１階です。

す。
※ E-mailあるいはFAXにてお申し

込みいただければ、医療科学部と看
護専門学校の紹介を載せたパンフレ
ットとともに至急郵送させていただ
きます。
※ 必ず貴施設名（団体名）・所在

地・電話番号・ご担当部署名・ご担
当者名及び求人申込書希望の旨を明
記して下さい。
※ 本学所定の書式は、プリントア

ウトしてご利用下さい。（Excelファ
イル）
◎病医院、検査・健診センタ－様

本学所定の｢求人申込書｣ 
◎企業、研究所様　 本学所定の

｢求人申込書｣  
２．｢施設見学・説明会案内｣に

ついて
本学所定の様式はございませんの

で、貴施設作成のものをご送付下さ
い。なお、掲示スペ－スの関係上、
様式はA4判でお願い申し上げます。
３．｢貴施設資料｣について
貴施設カタログ・パンフレット等、

資料がございましたら、1部｢求人申
込書｣とともにご送付下さいますよう
お願い申し上げます。
４．｢採用内定｣について
採用内定のご通知は、本人とキャ

リア支援課宛に文書でお送り下さい
ますようお願い申し上げます。
５．藤田学園同窓会事務局及び

キャリア支援課窓口について
就職に関するご連絡は、求人、求

職を問わず、全て下記（同窓会また
はキャリア支援課）にお願いいたし
ます。
〒470-1192 愛知県豊明市沓掛町

田楽ケ窪1番地98
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第33回 藤田学園同窓会総会議事録
日　時：平成24年10月20日（土）15：30～16：15
場　所：ANAクラウンプラザホテルグランコート名古屋5F 

ローズルームI
出席代議員：17名（委任状26名）計43名／50名
司　会：医療科学部・丸田
開会に先立ち、志半ばにして逝去された同窓生と藤田学園教職員に対し

黙祷が捧げられた。
I ．開会の辞（専門学院・沖田）
II．会長挨拶（医学部・近松）
III．議長選出
定款16条に則り、議長に近松会長が選出された。

IV．代議員紹介
各部会から選出された代議員が紹介された（平成23-26年

度代議員名簿）。
V．理事･監事紹介
VI．議事

１．平成23年度事業報告
平成23年度において以下の事業が行われたことが報告された。

i）事業（看護専門学校・小島）
１）部会・周年記念同窓会への支援事業
① 医学部4回生
② 医学部11回生
③ 看護専門学校1回生
④ 医療科学部臨床検査学科17回生
⑤ 医学部5回生
⑥ 臨床検査学科学生参加の学術大会に於ける同窓生親睦会

２）学会並びに学術講演会の支援
① 第63回日本気管食道科学会総会並びに学術講演会
② 第14回日本看護医療学会学術集会
③ 第7回日本臨床検査学教育学会学術大会

３）愛知県私立大学同窓会連合会の会員継続
４）藤田学園創立50周年記念事業への寄付
５）いこいの広場コンサート後援
６）学園キャリア支援課とタイアップしての求人・

求職斡旋事業
７）機関誌「あけぼの杉」の発行
８）住所不明者の調査及び「'13藤田学園同窓会誌」発行

引当金の積立
９）個人情報漏洩保険賠償保険継続
10）FUJITA FESTIVAL 2011 協賛
11）同窓会奨学基金の充実と貸与事業
12）獨創一理祈念館運営協力
13）同窓会館維持運営
14）同窓会ホームページの管理

II ．機関誌（短大・内藤）
平成23年度のニュースを編集し、さらに総会の議事録を掲載し、「機関

誌　あけぼの杉」を11月下旬に発行・発送する予定であることが報告され
た。

III ．名簿（看護専門学校・坂）
現在、総会員数は26,571名、住所不明者は4,277名、物故者は188名であ

ること、2013年に名簿を発刊するための準備を開始したことが報告された。
株式会社サラトより、「名簿発行のお知らせ」と「掲載情報の調査・確認
ハガキ」が、あけぼの杉と一緒に会員の手元に届くことが案内され、名簿
発行事業への協力が依頼された。また、住所不明者の調査と、学内会員で
住所移動があった場合の住所変更が依頼された。

IV．学術（医療科学部・浅田）
以下の本学関連の学会並びに学術講演会を支援したことが報告された。

１）第63回日本気管食道科学会
２）第7回日本臨床検査学教育学会学術大会
３）第14回看護医療学会学術集会

また、「あけぼの杉」に4名の同窓生の活躍を掲載することが報告された。
４）日本看護協会長賞を受賞した看護専門学校10回生の

小島登美子先生
５）日本看護協会長賞を受賞した医療科学部看護学科11回生の

桑原浩先生
６）金城大学教授に就任した医療科学部臨床検査学科14回生の

森啓至先生
７）青年海外協力隊で活躍した短大衛生技術科34回生の

臼井真知子先生

V．奨学金（医学部・松井）
平成23年度は医学部6年生2名と同3年生3名が、それぞれ月額6万円を貸

与を受け、卒業生6名より返還が行われていることが報告された。
また、奨学生として卒業し、東京医科歯科大学の板倉千絵子先生が「あ

けぼの杉」に寄稿したことが報告された。

２．平成23年度決算報告（医療科学部・原田）
平成23年度藤田学園同窓会収支計算書、藤田学園同窓会奨学金基金収支

計算書、藤田学園創立50周年同窓会記念事業基金収支計算書について会計
報告が行われた。

３．平成23年度監査報告（医療科学部・伊藤）
平成23年度 藤田学園同窓会収支計算書及び財産目録、平成23年度藤田学

園同窓会奨学金基金収支計算書及び財産目録、平成23年度藤田学園創立50
周年同窓会記念事業基金収支計算書及び財産目録について医学部・内藤監
事と医療科学部・村田監事より監査報告が行われた。
採決の結果、以上の平成23年度の事業及び決算が満場一致で承認された。

４．同窓会定款と細則の改定
i ．定款と細則において条・項・号の数字の統一
ii ．第37条を第6章計算に移動
iii．附則で使用している「改正」を「改定」に統一

以上3項目について審議の結果、満場一致で承認された。平成24年10月
20日より施行する。

５．平成24年度事業計画案（医療科学部・丸田）
以下のように事業計画が提案された。
i ．総会及び懇親会の開催
ii ．支部設立の支援
iii．各部会活動・周年記念同窓会支援
iV．本学関連の学会並びに学術講演会の支援
V．各種事業の支援
１）愛知県私立大学同窓会連合会の会員継続
２）藤田学園創立50周年記念事業協賛費寄付
３）いこいの広場コンサート後援
４）在学生の国際交流など支援

Vi．機関誌「あけぼの杉」の発行
Vii．名簿管理と「'13藤田学園同窓会誌」発行
Viii．同窓会奨学基金の充実と貸与事業
iV．藤田学園創立50周年同窓会記念事業基金積み立て
X．獨創一理祈念館運営協力
iX．同窓会ホームページの管理
Xii．藤田学園創立50周年同窓会記念事業
１）藤田学園卒業生の動向調査
２）テーマ別座談会の開催
３）同窓生の一言募集
４）その他

６．平成24年度予算案（医療科学部・原田）
平成24年度藤田学園同窓会収支予算案、藤田学園同窓会奨学金基金収支

予算案、藤田学園創立50周年同窓会記念事業収支予算案が提案された。
審議の結果、平成24年度の事業計画及び予算が満場一致で承認された。

（平成24年度藤田学園同窓会収支予算、藤田学園同窓会奨学金基金収支予
算、藤田学園創立50周年同窓会記念事業収支予算）

７．藤田学園創立50周年同窓会記念事業計画案（医学部・
近松）
平成24年度事業として予算が承認された「藤田学園創立50周年同窓会記

念事業」について、詳細な内容が説明された。
i ．メインテーマ
藤田学園創立から50年が経過する節目の時期にあたり、お世話にな

った母校と恩師に感謝の意を捧げ、今日の同窓生の活躍をともに喜ぶ。
ii ．記念誌「Our Voices（仮題）」の企画
学園と共に発展の道のりを歩んだ同窓生の視点でこの50年間を総括

し、母校との関わりにおいての重要な事実や資料を後世に伝承する。
１）巻頭言
２）藤田学園同窓会の沿革
３）歴代会長挨拶
４）50年を振り返る座談会
５）同窓生の動向調査
６）キャンパス散策
７）各部会同窓会沿革
８）各同窓会部会長挨拶
９）部会同窓会活動
10）同窓生の一言
11）索引
12）編集後記

iii．講演会の企画
藤田学園同窓会と各部会の50年間の歩みを報告
平成26年10月11日（土）16：00～18：00
ANAクラウンプラザホテルグランコート名古屋5F ローズルーム
iV．記念パーティ「藤田学園創立50周年　感謝の集い」の企画
恩師に近況を報告し謝意を表す。同窓生同士の旧知を温め交流を深め

る。
平成26年10月11日（土）18：00～20：00
ANAクラウンプラザホテルグランコート名古屋7F ザ･グランコート
V．'13藤田学園同窓会誌の発行
50周年記念事業の一環として「'13藤田学園同窓会機関誌（名簿）」を

平成25年8月に発行する。

８．質疑応答
i ．会費未納者への対応について、平成25年度入学生より学園による

委託徴収が実施されることが報告された。
ii．周年記念同窓会の支援について、卒後10周年、20周年、25周年、

30周年、40周年、50周年の記念同窓会に対し、参加者一人当たり1,000円を
目安として、支援されることが案内された。

９．議長解任

10．閉会の辞（医学部･松山）

引き続き理事長、大学長等多数の恩師の臨席の元、懇親会が行われた。

一般社団法人藤田学園同窓会 定款

第１章　総　則

（名　称）
第１条　当法人は、一般社団法人藤田学園同窓会 と称する。
（目　的）
第２条　当法人は、学園創設者藤田啓介総長の建学の理念に基づき、会員
相互の親睦を図り、医学・医療に従事する会員の教育と資質向上に寄与し、
かつ総合医療教育機関である学校法人藤田学園の発展に貢献することを目

的とする。
２．当法人は、前項の目的を達成するため次の事業を行う。
（1）会員相互の親睦や扶助に関する事業
（2）機関誌、会員名簿に関する事業
（3）医学・医療に関する研修会及び研究会等に関する事業
（4）奨学金の貸与及び研究費の授与に関する事業
（5）学校法人藤田学園の後援に関する事業
（6）その他当法人の目的を達成するために必要な事業

（主たる事務所の所在地）
第３条　当法人は、主たる事務所を愛知県豊明市沓掛町田楽ケ窪１番地９
８に置く。

（公告方法）
第４条　当法人の公告は、電子公告の方法により行う。

２．当法人の公告は、電子公告の方法による公告をすることができな
い事故その他やむを得ない事情が生じた場合には、官報に掲載してする。

（機　関）
第５条　当法人は、当法人の機関として社員総会及び理事以外に理事会及
び監事を置く。

第２章　社員及び会員
（社員の資格）
第６条　当法人の構成員は次のとおりとし、代議員をもって一般社団法人
及び一般財団法人に関する法律（以下「法人法」という。）第１１条第１
項第５号等に規定する社員とする。

（1）社　員　　本定款の規定に基づき会員の中から選出された者
（2）会　員　　学校法人藤田学園が設置した各教育機関の卒業生
（3）準会員　　学校法人藤田学園が設置した各教育機関の在学生

（代議員の選出）
第７条　代議員（「社員」以下同じ）は、当法人の下記各部会において会
員の中から選出する。

記

（1）一般社団法人藤医会（藤田保健衛生大学医学部同窓会）
（2）藤田保健衛生大学医療科学部同窓会
（3）藤田保健衛生大学短期大学同窓会
（4）藤田保健衛生大学看護専門学校同窓会
（5）藤田学園医学技術専門学院同窓会
（6）藤田コンピュータ専門学校同窓会
（7）藤田保健衛生大学リハビリテーション専門学校同窓会

２．前項の選出においては、会員は、等しく選出権及び被選出権を有
し、理事及び理事会は、代議員を選出する権限を有しない。代議員の選出
を行うために必要な細則は各部会において定める。

３．各部会で選出する代議員の数は、部会の会員数が1000名までの部
会では2名とし、500名を超える毎に１名を追加する。

４．代議員選出は、４年に１度、８月に実施するものとする。

（代議員の任期）
第８条　代議員の任期は、選出後４年以内に終了する事業年度のうち最終
のものに関する定時社員総会の終結の時までとする。ただし、任期満了後
においても後任者が選出されるまではその職務を行わなければならない。

２．代議員が社員総会決議取消しの訴え（法人法第266条第１項）、解
散の訴え（法人法第268条）、責任追及の訴え（法人法第278条）及び役員
の解任の訴え（法人法第284条）を提起している場合（法人法第278条第１
項に規定する訴えの提起の請求をしている場合を含む。）には、前項本文
の規定にかかわらず、当該訴訟が終結するまでの間、当該代議員はなお法
人法上の社員たる地位を有するものとする。ただし、当該代議員は、役員
の選任及び解任並びに定款変更についての議決権は有しないものとする。

３．任期満了前に退任した代議員の補欠として選出された者の任期は、
前任者の任期の残存期間と同一とする。

４．増員により選出された代議員の任期は、他の代議員の任期の残存
期間と同一とする。
（補欠代議員の予選）
第９条　代議員が欠けた場合又は代議員の員数を欠くこととなるときに備
えてあらかじめ補欠の代議員を選出することができる。この場合の代議員
の任期は、前任者の任期の残存期間と同一とする。

２．補欠の代議員を予選する場合には、次に掲げる事項も併せて決定
しなければならない。

（1）当該候補者が補欠の代議員である旨
（2）当該候補者を１人又は２人以上の特定の代議員の補欠の代議

員として選出するときは、その旨及び特定の代議員の氏名
（3）同一の代議員（２人以上の代議員の補欠として選出した場合

にあっては、当該２人以上の代議員）につき２人以上の補欠の代議員を選
出するときは、当該補欠の代議員相互間の優先順位

３．第１項の補欠代議員の予選に係る決議が効力を有する期間は、当
該決議後２年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する定時社員
総会の終結の時までとする。
（会員の権利）
第10条　社員でない会員は、法人法に規定された次に掲げる社員の権利を、
社員と同様に当法人に対して行使することができる。

（1）法人法第14条第２項に定める権利（定款の閲覧等）
（2）法人法第32条第２項に定める権利（社員名簿の閲覧等）
（3）法人法第50条第６項に定める権利（社員の代理権証明書面等

の閲覧等）
（4）法人法第52条第５項に定める権利（電磁的方法による議決権

行使記録の閲覧等）
（5）法人法第57条第４項に定める権利（社員総会の議事録の閲覧

等）
（6）法人法第129条第３項に定める権利（計算書類等の閲覧等）
（7）法人法第229条第２項に定める権利（清算法人の貸借対照表等

の閲覧等）
（8）法人法第246条第３項、第250条第３項及び第256条第３項に定

める権利（合併契約等の閲覧等）
（入　会）
第11条　当法人の成立後会員となるには、当法人所定の入会申込書により
入会の申込をし、理事会の承認を得なければならない。
（経費の支払義務）
第12条　会員（社員を含む）は、社員総会の定める額の会費を支払わなけ
ればならない。本条の会費は、法人法第２７条に規定する経費とする。
（社員名簿）
第13条　当法人は、会員又は社員の氏名及び住所を記載した「会員・社員
名簿」を作成し、当法人の主たる事務所に備え置くものとする。「会員・
社員名簿」をもって法人法第31条に規定する社員名簿とする。

２．当法人の会員及び社員に対する通知又は催告は、「会員・社員名
簿」に記載した住所、又は会員又は社員が当法人に通知した居所にあてて
行うものとする。

同窓会総会報告



（退会又は退社）
第14条　会員及び社員は、次に掲げる事由によって退会又は退社する。

（1）会員又は社員本人の退会又は退社の申し出。ただし、退会又
は退社の申し出は、１か月前にするものとするが、やむを得ない事由があ
るときは、いつでも退会又は退社することができる。なお、この場合、既
に支払った会費の払戻しはしない。

（2）死亡
（3）総社員の同意
（4）除名

２．会員又は社員の除名は、当法人の名誉を毀損し、その品位を汚損
する等正当な事由があるときに限り、社員総会の決議によってすることが
できる。この場合は、法人法第30条及び第49条第２項第１号の定めるとこ
ろによるものとする。

第３章　社員総会

（招　集）
第15条　当法人の定時社員総会は、毎事業年度末日の翌日から２か月以内
に招集し、臨時社員総会は、必要に応じて招集する。社員総会は、社員に
よって構成する。

２．社員総会は、法令に別段の定めがある場合を除くほか、理事会の
決議に基づき会長がこれを招集する。会長に事故若しくは支障があるとき
は、会長があらかじめ理事会の承認を得て定めた順位に従い副会長がこれ
を招集する。

３．社員総会を招集するには、会日より１週間前までに、社員に対し
て書面で招集通知を発するものとする。
（議　長）
第16条　社員総会の議長は、会長がこれに当たる。ただし、会長に事故若
しくは支障があるときは、会長があらかじめ理事会の承認を得て定めた順
位に従い副会長がこれに代わる。
（決議の方法）
第17条　社員総会の決議は、法令又は定款に別段の定めがある場合を除き、
出席した社員の議決権の過半数をもって行う。
（議決権の代理行使）
第18条　社員は、当該社員が所属する部会の会員を代理人として、議決権
を行使することができる。ただし、この場合には、社員総会ごとに代理権
を証する書面を提出しなければならない。
（社員総会議事録）
第19条　社員総会の議事については、法令に定める事項を記載した議事録
を作成し、議長及び出席理事が署名又は記名押印して10年間当法人の主た
る事務所に備え置くものとする。

第４章　理事、監事及び代表理事

（理事の員数）
第20条　当法人の理事の員数は、３名以上30名以内とする。
（監事の員数）
第21条　当法人の監事の員数は、２名以内とする。
（理事及び監事の資格）
第22条　当法人の理事及び監事は、当法人の社員の中から選任する。
（理事及び監事の選任の方法）
第23条　当法人の理事及び監事の選任は、社員総会において出席した当該
社員の議決権の過半数をもって行う。
（代表理事）
第24条　当法人に会長１人、副会長２人、顧問若干名を置き、それぞれ理
事会において理事の過半数をもって選定する。

２．会長は、法人法上の代表理事とする。
３．会長は、当法人を代表し会務を総理する。
４．副会長は会長を補佐し、会長に事故があるときは、会長があらか

じめ理事会の承認を得て定めた順位に従いその職務を代行し、会長が欠け
たときはその職務を行う。
（理事及び監事の任期）
第25条　理事の任期は選任後２年以内、監事の任期は選任後４年以内にそ
れぞれ終了する事業年度のうち、最終のものに関する定時社員総会の終結
の時までとする。ただし、再任を妨げない。

２．任期満了前に退任した理事又は監事の補欠として選任された者の
任期は、前任者の任期の残存期間と同一とする。

３．増員により選任された理事の任期は、他の在任理事の任期の残存
期間と同一とする。

第５章　理事会

（招　集）
第26条　理事会は、会長がこれを招集し、会日の１週間前までに各理事及
び各監事に対して招集の通知を発するものとする。ただし、緊急の場合に
はこれを短縮することができる。

２．会長に事故若しくは支障があるときは、会長があらかじめ理事会
の承認を得て定めた順位に従い副会長がこれに代わるものとする。
（招集手続の省略）
第27条　理事会は、理事及び監事の全員の同意があるときは、招集手続を
経ずに開催することができる。
（議　長）
第28条　理事会の議長は、会長がこれに当たる。ただし、会長に事故若し
くは支障があるときは、会長があらかじめ理事会の承認を得て定めた順位
に従い副会長がこれに代わるものとする。
（理事会の決議）
第29条　理事会の決議は、議決に加わることができる理事の過半数が出席
し、その過半数をもって行う。
（理事会の決議の省略）
第30条　理事が理事会の決議の目的である事項について提案をした場合に
おいて、当該提案につき議決に加わることができる理事の全員が書面によ
り同意の意思表示をしたとき（監事が当該提案に異議を述べた場合を除く）
は、当該提案を可決する旨の理事会の決議があったものとみなす。
（職務の執行状況の報告）
第31条　会長、副会長及び常任理事は、毎事業年度に４か月を超える間隔
で２回以上、自己の職務の執行の状況を理事会に報告しなければならない。
（理事会議事録）
第32条　理事会の議事については、法令に定める事項を記載した議事録を
作成し、出席した代表理事（代表理事に事故若しくは支障があるときは出
席理事）及び監事がこれに署名又は記名押印し、10年間主たる事務所に備
え置くものとする。

第６章　計　算

（会　計）
第33条　当法人の事業年度は、毎年10月10日から翌年10月９日までとする。

２．当法人は、剰余金の配当はしないものとする。

（計算書類等の定時社員総会への提出等）
第34条　代表理事は、毎事業年度、法人法第124条第１項の監査を受け、

かつ同条第３項の理事会の承認を受けた計算書類（貸借対照表及び損益計
算書）及び事業報告書を定時社員総会に提出しなければならない。

２．前項の場合、計算書類については社員総会の承認を受け、事業報
告書については理事がその内容を定時社員総会に報告しなければならな
い。
（計算書類等の備置き）
第35条　当法人は、各事業年度に係る貸借対照表、損益計算書及び事業報
告書並びにこれらの附属明細書（監事の監査報告書を含む。）を、定時社
員総会の日の２週間前の日から５年間、主たる事務所に備え置くものとす
る。
（残余財産）
第36条　当法人が解散した場合に残余財産があるときは、学校法人藤田学
園に帰属する。
（最初の事業年度）
第37条　当法人の最初の事業年度は、平成23年10月10日から平成24年10月
9日までとする。

第７章　附　則

（定款に定めのない事項）
第38条　この定款に定めのない事項については、すべて法人法その他の法
令の定めるところによる。

１．本定款は、平成22年10月23日承認、平成23年10月10日から施行する。
２．平成23年10月22日一部改定
３．平成24年10月20日一部改定

一般社団法人 藤田学園同窓会 定款細則
平成23年10月22日 承認、施行

（目　的）
第１条　この細則は一般社団法人藤田学園同窓会定款により藤田学園同窓
会活動を進める上で必要な事項を定めるものである。

第 1章 事業

（事　業）
第２条　当法人定款第2条（目的）を達成するために、次のような事業を
行う。

（1）会員相互の親睦や扶助に関すること
（2）機関誌、会員名簿に関する事業
（3）研修会及び研究会の開催に関すること
（4）研究費の授与に関すること
（5）奨学金の貸与に関すること
（6）会員の就職活動支援に関すること
（7）学校法人藤田学園の後援に関すること
（8）その他、定款に掲げる事業に付帯又は関連する事業に関する

こと

２．各事業は、各担当委員会が適切に企画･調査し、理事会が承認し、
実行するものとする。

（親睦･扶助）
第３条　会員相互の親睦や扶助に関する支援を行う。

（1）医療系職能団体の全国大会における本同窓会会員の親睦会へ
の支援

（2）支部設立のための資金援助及び支部会員の名簿の提供
（3）会員相互の親睦に必要な支援
（4）1件当たりの支援上限額は10万円とする。

（機関誌）
第４条 機関誌は、機関誌委員会が作成し、理事会において承認する。

２． 機関誌名を ｢あけぼの杉｣ とし、原則として年1回 刊行する。
（会員名簿）
第５条 会員名簿は名簿委員会が調査し、「藤田学園同窓会個人情報保護規
程」に則り、適正に管理する。

２．会員名簿は、原則として5年に1回 刊行する。
（学　術）
第６条　研修会及び研究会の開催に関する支援を行う。

（1）本法人は学術委員会を中心に会員のニードを調査し、必要に
応じて研修会及び研究会を開催する。また、会員または本学園教職員が開
催する研修会及び研究会、又はそれに類する公益性の高い事業に対し支援
を行う。

（2）支援対象の研修会及び研究会は国際的及び全国的規模の会と
し、参加人数などを勘案するものとする。

（3）公益性の高い事業とは、その事業を開催することにより本学
園の名声を著しく高め、本学園の関係者に対し公益を与え得る事業とする。

（4）1件当たりの支援上限額は10万円とする。
（研究補助）
第７条 会員の研究に対し支援を行う。

（1）会員より研究費の支援願書が提出された場合、学術委員会の

調査報告に基づき、理事会において審議し、会長の承認を得るものとする。
（2）支援対象の研究は、筆頭著者として国際誌及び全国誌に掲載

された論文に限る。
（3）1件当たりの授与上限額は10万円とする。

（奨学金）
第８条　学生会員に対し奨学金を貸与する。

（1）当法人の奨学金の貸与を受けている学生会員を奨学生という。
（2）奨学生の支援については「藤田学園同窓会奨学金貸与規程」

による。
（3）貸与金額の上限は1ヶ月当たり6万円とする。但し、理事会に

おいて認めた場合はその限りではない。
（4）毎年9月1日から9月10日まで奨学生の募集を行う。ただし、奨

学金委員長が緊急性があると認めた場合はこの限りではない。
（就職活動支援）
第９条　当法人では学校法人藤田学園キャリア支援課と連携し、本学学生
と卒業生（本法人会員）を対象に就職活動支援を行う。
（学園後援）
第10条　学校法人藤田学園の教育、研究、診療に関する後援を行う。
（その他の事業）
第11条　その他当法人の目的を達成するために必要な事業を行う。
（報告義務）
第12条　当法人から支援又は授与を受けた個人又は団体は、その事業の決
算書を本法人宛に提出し、収支を報告するものとする。ただし、同窓会奨
学生はこの限りではない。

第 2章 理事会

（理事会）
第13条 理事会は、理事の過半数の出席をもって成立する。

２．ただし、理事は委任状をもって出席に替えることができる。
（特別委員会）
第14条 理事会には、次の特別委員会を置くことができる。

（1）総務委員会
（2）事業委員会
（3）機関誌委員会
（4）名簿委員会
（5）学術委員会
（6）支部委員会
（7）奨学金委員会

２．その他、必要に応じて特別委員会を設ける。

３．理事会には、顧問、監事、特別委員会委員が陪席することができ
る。

第 3章 支部

（支　部）
第15条　支部は、原則として 都道府県 単位で設置するものとする。

２．名称は、｢藤田学園同窓会○○支部｣ とする。
３．支部を設立しようとする場合は、支部長、その他 役員及び賛同者

（支部会員）の名簿、支部会則、趣意書などの書類をもって、会長宛に申
請する。

４．支部設立には、少なくとも5名の会員の賛同者(支部会員)を必要と
する。

第 4章 会費

（会　費）
第16条　当法人の構成員は、各部会入会時に　金30,000円 を納めるものと
する。
（会費の返還）
第17条　学生会員が中途退学する場合、求めに応じて納入金を返還する。

２．その他の理由による納入金返還要求には応じない。

第 5章 細則の制定･改定

（制定･改定）
第18条　この細則の制定･改定は、社員総会で承認を受けなければならな
い。

附　　則

１．この細則は平成23年10月22日承認、施行する。
２．平成16年10月10日施行の藤田学園同窓会細則を廃止する。
３．平成20年10月25日施行の藤田学園同窓会が行う各種支援事業に関する
内規を廃止する。

４．平成24年10月20日一部改定
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